
『
枕
草
子
」
に
取
材
し
た
絵
画
に
つ
い
て

浜
　
口
　
俊
　
裕

は

じ
め
に

　
『
枕
草
子
』
に
取
材
し
た
絵
画
は
、
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
判
然
と
し

て

い

な
い
が
、
『
源
氏
物
語
』
に
因
む
絵
画
数
に
は
及
ば
な
い
に
し
て

も
、
意
外
に
多
く
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
で
も
圧
倒
的
に
多
い

の

が

r香
炉
峯
の
雪
」
章
段
に
因
む
絵
画
で
、
軸
装
を
は
じ
め
、
近
世

の

整
版
本
の
挿
絵
、
か
る
た
、
双
六
絵
、
雑
誌
の
口
絵
、
教
科
書
の
挿

絵
、
ス
カ
－
ト
柄
な
ど
広
範
に
伝
わ
る
。
こ
の
「
香
炉
峯
の
雪
」
章
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

絵
画
に
つ
い
て
は
す
で
に
拙
稿
で
詳
述
し
た
の
で
、
本
稿
で
は
、

r香
炉
峯
の
雪
」
章
段
以
外
の
絵
画
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

枕
草
子
絵
巻

　
長
州
藩
浅
野
家
に
伝
来
し
た
白
描
の
『
枕
草
子
絵
巻
』
一
巻
で
あ
る
。

そ

の

成
立

は
、
確
証
を
得
が
た
い
も
の
の
、
鎌
倉
時
代
十
三
世
紀
末
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
見
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
『
枕
草
子
絵
巻
』
の
詳
細
を
与
え
ら
れ
た
紙

幅
で
述
べ
る
余
裕
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
構
成
に
つ
い
て
だ
け
簡
潔

に

概
観
し
て
お
く
と
、
詞
書
と
絵
と
も
に
第
1
段
か
ら
第
7
段
で
成
る

頗

る
小
規
模
な
絵
巻
で
あ
る
。
第
2
段
と
第
3
段
に
は
詞
書
に
見
合
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

絵
画
の
配
置
に
錯
簡
が
あ
り
、
そ
れ
を
補
訂
し
た
構
成
は
、
次
の
如
く

に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　

　
　
第

1
段
　
九
九
段
「
淑
景
舎
、
春
宮
に
ま
ゐ
り
た
ま
ふ
ほ
ど
」

　
　
圏
中
宮
定
子
と
東
宮
女
御
藤
原
原
子
の
対
面
。

　
　
第

2
段
　
＝
二
〇
段
「
五
月
ば
か
り
、
月
も
な
う
、
い
と
暗
き
に
」

　
　
圏
呉
竹
の
挿
入
。

　
　
第

3
段
　
1
二
八
段
「
故
殿
の
御
為
に
、
月
毎
の
十
日
」
　
圏
道

　
　
隆
の
追
善
供
養
後
の
酒
宴
。

　
　
第

4
段
　
八
八
段
「
無
名
と
い
ふ
琵
琶
の
御
琴
を
」
　
圏
一
条
帝

　
　
と
中
宮
と
無
名
の
琵
琶
。

　
　
第

5
段
　
八
二
段
「
職
の
御
曹
司
に
お
は
し
ま
す
こ
ろ
」
①
　
圏

　
　
雪
山
づ
く
り
o

一
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第

6
段
　
八
二
段
「
職
の
御
曹
司
に
お
は
し
ま
す
こ
ろ
」
②
　
圏

　
　
卯
槌
在
中
の
消
息
文
開
封
。

　
　
第
7
段
　
一
1
1
1
　
l
s
u
　
r
は
し
た
な
き
も
の
」
　
圏
石
清
水
八
幡
宮

　
　
還
幸
の
行
列
。

　
右
の
第
7
段
は
類
聚
的
章
段
に
属
す
る
が
、
絵
巻
の
詞
書
部
分
は
体

験
的
回
想
談
で
あ
る
こ
と
を
重
視
す
る
と
、
『
枕
草
子
絵
巻
』
の
内
容

は
、
す
べ
て
体
験
的
回
想
談
で
の
構
成
で
あ
る
こ
と
が
注
視
さ
れ
る
。

ま
た
こ
の
絵
巻
の
配
列
は
、
今
日
の
一
般
的
な
三
巻
本
『
枕
草
子
』
の

章
段
順
に

準

じ
た
構
成
で
な
い
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。
さ
ら
に
第
5
．

6
段
よ
り
自
明
な
如
く
題
材
は
興
味
の
あ
る
章
段
か
ら
各
々
一
章
段
ず

つ
厳
選

し
た
構
成
で
も
な
く
、
佐
野
み
ど
り
氏
も
「
と
き
に
は
、
一
つ

の

章
段
を
分
割
し
て
ま
で
、
1
段
　
1
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
形
に
こ
だ
わ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
こ

主
題
の

純
化
を
徹
底
す
る
」
と
指
摘
す
る
。

　
な
お
、
松
岡
映
丘
が
模
写
し
た
『
枕
草
子
絵
巻
』
（
制
作
年
不
明
）

が
逸
翁
美
術
館
に
あ
る
。

小
堀
靹
音
筆

（六
段
　
上
に
さ
ぶ
ら
ふ
御
猫
は
）

　
落
款
に

「
靹
音
絵
／

印
（
弦
廼
舎
）
」
と
あ
る
図
1
の
掛
幅
は
、
明

治
・
大
正
期
画
壇
の
巨
匠
の
一
人
で
、
近
代
歴
史
画
の
父
と
称
さ
れ
、

帝
室
技
芸
員
や

帝

国
美
術
院
会
員
で
あ
っ
た
小
堀
靹
音
（
文
久
四
年

〈
1
八
六
四
〉
～
昭
和
六
年
〈
一
九
l
l
l
　
1
　
〉
）
　
g
絵
画
。
靹
音
三
男
の

日
本
画
家
小
堀
安
雄
氏
鑑
定
の
箱
書
に
、
表
「
翁
丸
」
、
裏
「
枕
草
紙

　
靹
音
筆
　
安
雄
鑑
並
題
／
印
（
安
雄
）
」
と
あ
る
如
く
、
一
条
院
内
裏

を
舞
台
に
し
た
『
枕
草
子
』
「
上
に
さ
ぶ
ら
ふ
御
猫
は
」
章
段
を
題
材

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

に

す
る
。
こ
の
章
段
の
詳
細
は
拙
稿
を
参
看
せ
ら
れ
た
い
が
、
内
裏
の

飼
犬
で
あ
っ
た
翁
丸
に
清
少
納
言
が
コ
ニ
月
三
日
、
頭
弁
の
、
柳
慈
せ

さ
せ
、
桃
の
花
を
括
頭
に
刺
さ
せ
、
桜
腰
に
差
し
な
ど
し
て
、
あ
り
か

せ

た
ま
ひ
し
を
り
、
『
か
か
る
目
見
む
』
と
は
思
は
ざ
り
け
む
」
と
の

心
情
を
吐
露
し
た
如
く
、
翁
丸
は
、
長
保
二
年
（
一
〇
〇
〇
）
三
月
三

日
桃
の
節
供
に
美
し
く
飾
り
立
て
ら
れ
頭
弁
藤
原
行
成
に
随
行
し
て
栄

光
の
1
日
を
迎
え
た
が
、
翌
四
日
以
後
二
十
七
日
以
前
の
間
に
、
そ
の

境
遇
が
暗
転
す
る
。
そ
の
発
端
は
『
枕
草
子
』
の
冒
頭
部
に
、

　
　
上
に

さ
ぶ
ら
ふ
御
猫
は
、
か
う
ぶ
り
に
て
、
「
命
婦
お
と
ど
」
と

　
　

て
、
い
み
じ
う
を
か
し
け
れ
ば
、
か
し
つ
か
せ
た
ま
ふ
が
、
端
に

　
　
出
で
て
臥
し
た
る
に
、
乳
母
の
馬
の
命
婦
、
「
あ
な
、
ま
さ
な
や
。

　
　
入

り
た
ま
へ
」
と
呼
ぶ
に
、
日
の
さ
し
入
り
た
る
に
眠
り
て
ゐ
た

　
　

る
を
、
お
ど
す
と
て
、
「
翁
丸
い
づ
ら
。
命
婦
の
お
と
ど
く
へ
」

　
　
と
い
ふ
に
、
「
ま
こ
と
か
」
と
て
、
た
れ
も
の
は
走
り
か
か
り
た

　
　
れ

ば
、
お
び
え
ま
ど
ひ
て
、
御
簾
の
内
に
入
り
ぬ
。

と
あ
り
、
五
位
に
叙
爵
し
殿
上
を
聴
さ
れ
た
一
条
天
皇
の
愛
猫
「
命
婦

の

お
と
ど
」
に
、
猫
の
乳
母
馬
命
婦
が
「
翁
丸
い
。
つ
ら
。
命
婦
の
お
と

ど
く
へ
」
と
け
し
か
け
、
屈
強
な
翁
丸
が
真
に
受
け
て
威
嚇
し
た
の
が

翁
丸
受
難
の
始
ま
り
だ
っ
た
。
『
小
右
記
』
長
保
元
年
九
月
十
九
日
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ヱ
ロ
　
　
　
　
　
ザ
　
　
ハ
ぽ
　
　

に

「
日
者
内
裏
御
猫
産
レ
子
、
女
院
・
左
大
臣
・
右
大
臣
有
二
産
養
事
一
、

有
二
衝
重
・
坑
飯
・
納
レ
筥
之
口
一
云
々
、
猫
乳
母
馬
命
婦
、
時
人

咲
レ
之
云
々
、
奇
惟
之
事
天
下
以
目
、
若
是
可
レ
有
レ
徴
歎
、
未
レ
聞
三
禽
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ニ
　
　
ざ

獣

用
人
礼
、
嵯
乎
」
と
あ
る
如
く
、
猫
に
人
の
礼
式
を
適
用
し
て
産

養
の
儀
を
催
し
、
馬
命
婦
を
乳
母
に
任
じ
る
な
ど
、
異
例
の
厚
遇
で
迎

え
た
「
命
婦
の
お
と
ど
一
で
あ
り
、
威
嚇
し
た
翁
丸
は
勅
勘
を
蒙
っ
て

内
裏
か
ら
追
放
さ
れ
た
。

　
　
ア
の
　
だ
ま
り
の
　
　
に
　
　
　
　
　
の
　
ぽ
　
　
　
　
　
　
え

毛
、
口
角
毛
な
ど
の
髪
が
な
く
、

た
長
い
口
吻
部
や
脚
高
の
様
相
か
ら
し
て
、
こ
れ
は

で

な
く
、
箱
書
通
り
翁
丸
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、

に

は
翁
丸
が
殿
上
を
聴
さ
れ
て
い
た
徴
証
が
な
く
、
『
枕
草
子
』

小堀靹音図1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目
元
か
ら
鼻
先
に
か
け
て
筋
の
通
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

r命
婦
の
お
と
ど
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
枕
草
子
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

準

拠

し
た
図
様
と
異
な
る
画
意
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
前

述

し
た
如
く
一
条
天
皇
の
飼
犬
と
し
て
桃
の
節
供
に
華
や
か
な
姿
で
衆

目
を
集
め
た
翁
丸
は
、
ほ
ど
な
く
内
裏
か
ら
追
放
さ
れ
、
一
時
「
死
に

け
れ
ば
、
陣
の
外
に
ひ
き
棄
て
つ
」
と
言
わ
れ
る
な
ど
、
孤
立
無
援
の

辛
酸

を
嘗
め
る
が
、
最
後
に
「
さ
て
、
か
し
こ
ま
り
ゆ
る
さ
れ
て
、
も

と
の
や
う
に
な
り
に
き
」
と
な
り
、
勅
勘
が
解
け
て
再
び
元
の
身
の
上

に

復
帰
し
て
帰
結
す
る
。
翁
丸
の
復
帰
後
の
有
様
は
読
者
の
想
像
に
委

ね

ら
れ
て
い
る
が
、
靹
音
は
、
「
も
と
の
や
う
に
な
り
に
き
」
を
内
裏

の

飼
犬
に
復
帰
し
た
事
象
と
し
て
だ
け
の
表
層
的
な
解
釈
で
は
な
く
、

復
帰
後
の
境
遇
が
以
前
に
も
ま
し
て
盛
運
で
多
幸
で
あ
っ
た
こ
と
へ
の

期
待
を
託
し
た
理
解
を
試
み
た
の
で
な
か
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
あ
え
て

昇
殿

も
聴
さ
れ
子
宝
に
も
恵
ま
れ
て
昇
華
す
る
翁
丸
に
デ
フ
ォ
ル
メ
し

て
、
図
1
の
意
匠
に
結
実
し
た
の
で
あ
る
ま
い
か
。

　

こ
の
波
乱
に
富
む
翁
丸
の
姿
は
、
靹
音
の
心
奥
に
共
感
を
与
え
る
も

の

が

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
と
い
う
の
も
、
翁
丸
の
姿
は
、
小
堀
靹
音

の

境
遇

と
も
大
い
に
重
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

靹
音
の
嫡
孫
小
堀
桂
一
郎
氏
に
よ
る
と
、
靹
音
が
「
金
崎
管
絃
之
図
」

や

F大
阪
後
役
之
図
」
を
出
品
し
た
明
治
二
十
三
年
の
第
三
回
内
国
勧

業
博
覧
会
は
歴
史
画
家
と
し
て
斯
界
の
認
知
を
得
た
記
念
的
な
年
と
さ

　ト
ヤれ

、
そ
の
後
も
「
宇
治
橋
合
戦
」
な
ど
の
秀
作
を
発
表
し
て
大
い
に
注

目
を
集
め
、
七
年
後
に
は
東
京
美
術
学
校
助
教
授
に
任
じ
た
。
し
か
し
、

そ

の

翌
年
同
校
の
校
長
岡
倉
天
心
に
起
因
す
る
学
校
騒
動
で
岡
倉
天
心

が
解
任
さ
れ
る
と
、
こ
れ
に
抗
議
す
る
教
員
三
十
四
名
も
連
挟
辞
職
し
、

靹
音
も
そ
の
一
員
と
し
て
美
術
学
校
を
退
い
た
。
そ
の
後
の
靹
音
は
画

壇
で
の

孤
立

と
親
族
の
窮
境
な
ど
に
遭
う
が
、
明
治
四
十
一
年
に
は
再

び

東
京
美
術
学
校
に
教
授
と
し
て
復
帰
し
、
昭
和
六
年
に
他
界
す
る
ま

で
在
職
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
靹
音
の
境
遇
に
は
翁
丸
の
明
暗
と
似
る
も
の
が
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ロ
　

靹
音
が
頗
る
稀
な
画
題
「
翁
丸
」
を
意
匠
し
た
因
縁
も
諒
解
さ
れ
よ
う

し
、
『
枕
草
子
』
へ
の
高
い
関
心
と
曲
豆
か
な
想
像
力
が
こ
の
画
題
と
の

向
き
合
い
を
可
能
に
し
た
と
も
言
え
よ
う
。

　

こ
の
図
1
の
制
作
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
如
上
の
背
景
を
勘
案
す
る

と
、
東
京
美
術
学
校
に
復
職
し
え
た
明
治
四
十
一
年
、
四
十
五
歳
以
降
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の

作
品
に
な
ろ
う
か
。
因
み
に
、
靹
音
に
は
大
正
十
四
年
の
淡
交
会
第

二
回
展
覧
会
に
も
「
清
少
納
言
」
の
出
品
が
あ
る
。

　

な
お
、
図
1
の
翁
丸
と
子
犬
の
意
匠
は
靹
音
の
独
創
で
は
な
い
。
図

2
の
栗
原
信
兆
が
朔
平
門
に
犬
の
親
子
を
描
く
天
保
十
四
年
（
一
八
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ザ

三
）
刊
『
先
進
繍
像
玉
石
雑
誌
　
羽
』
の
挿
絵
か
ら
の
転
用
と
思
わ
れ

る
。
因
み
に
こ
の
朔
平
門
も
、
実
は
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
国
宝
『
平

治
物
語
絵
巻
』
六
波
羅
行
幸
巻
第
一
段
に
、
内
裏
に
幽
閉
さ
れ
た
二
条

天
皇
が

女
装

し
て
平
清
盛
六
波
羅
第
へ
逃
れ
る
時
の
朔
平
門
を
模
し
た

も
の
で
、
こ
れ
に
犬
の
親
子
を
補
筆
し
て
な
っ
た
の
が
図
2
で
あ
り
、

こ
の
犬
の
意
匠
を
靹
音
が
翁
丸
図
に
活
用
し

た
の
で
あ
る
。
有
職
故
実
に
精
し
か
っ
た
靹

音
は

多
く
の
書
物
を
播
い
て
画
業
を
研
い
た

と
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
書
に
『
先
進
繍
像

玉
石
雑
誌
』
の
活
用
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

　　　　　も　　・’τヘベ

図2　栗原信兆

松
岡
映
丘
筆
（
六
段
　
上
に
さ
ぶ
ら
ふ
御
猫
は
）

　

明
治
四
十
一
年
東
京
美
術
学
校
助
教
授
と
な
り
、
主
任
教
授
小
堀
靹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
　

音
の
下
で
助
手
を
勤
め
た
松
岡
映
丘
に
も
、
翁
丸
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ロ
　

と
見
ら
れ
る
素
描
画
、
図
3
が
あ
る
。
す
で
に
拙
稿
に
詳
述
し
た
が
、

長
保
二
年
二
月
十
一
日
か
ら
三
月
二
十
七
日
ま
で
皇
后
定
子
は
一
条
院

今
内
裏
の
北
二
対
に
滞
在
し
た
。
図
3
は
、
こ
の
北
二
対
の
責
子
で
、

裳
唐
衣
姿
の
女
性
が
語
り
口
調
で
手
を
差
し
伸
べ
、
階
下
で
首
輪
を
し

た
犬
が
嬉
し
げ
に
尾
を
振
っ
て
対
峙
す
る
構
図
。
こ
れ
を
木
村
重
圭
氏

は
、
仮
題
で
「
女
房
と
犬
」
と
し
、
「
画
題
・
本

図
と
も
に
不
明
。
女
性
の
十
二
単
の
衣
を
描
く
複

雑

な
線
は
、
最
終
ポ
ー
ズ
を
決
め
る
ま
で
の
推
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
り

の

あ
と
を
よ
く
残
し
て
お
り
興
味
深
い
」
と
説
く

が
、
素
描
画
の
女
性
は
清
少
納
言
、
犬
は
翁
丸
と

見

る
べ
き
で
、
画
題
も
「
清
少
納
言
と
翁
丸
」
が

穏
当
だ
ろ
う
。
翁
丸
の
無
事
が
確
認
さ
れ
て
、
北

二
対
に
天
皇
や
内
裏
の
女
房
た
ち
も
集
り
、

翁
丸
も
そ
れ
に
応
え
て
、
「
呼
ぶ
に
も
、

松岡映丘図3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

翁
丸
に
声
を
か
け
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
今
ぞ
起
ち
動
く
」
と
あ
る

『
枕
草
子
』
大
詰
め
の
微
笑
ま
し
い
場
面
を
描
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
松
岡
映
丘
に
は
「
枕
草
子
四
題
ー
御
ぐ
し
あ
げ
・
寝
覚
・
野

分
の
あ
と
・
雪
」
（
大
正
七
年
金
鈴
社
第
三
回
展
／
関
東
大
震
災
で
焼

失
）
、
r
御
ぐ
し
あ
げ
」
（
大
正
1
5
年
）
、
F
寝
ざ
め
」
（
大
正
1
5
年
）
、
r
枕

草
子
　
秋
」
（
大
正
1
5
年
）
、
F
枕
草
子
絵
巻
」
模
写
（
制
作
年
不
詳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ほ
ワ

な
ど
、
『
枕
草
子
』
に
題
材
を
得
た
絵
画
が
多
数
知
ら
れ
る
。

土
佐

光
一
筆
（
二
〇
段
清
涼
殿
の
丑
寅
の
角
の
）

　
清
少
納
言
が
中
宮
定
子
に
初
出
仕
し
た
翌
年
の
正
暦
五
年
（
九
九
四
）

二
月
、
清
涼
殿
の
春
の
一
日
を
『
枕
草
子
』
二
〇
段
に
、
次
の
如
v
記

し
て
い
る
。

　
　
清
涼
殿
の
丑
寅
の
角
の
、
北
の
へ
だ
て
な
る
御
障
子
は
、
荒
海
の

　
　
絵
。
生
き
た
る
も
の
ど
も
の
お
そ
ろ
し
げ
な
る
手
長
・
足
長
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
　

を
ぞ
描
き
た
る
。
上
の
御
局
の
戸
を
お
し
あ
げ
た
れ
ば
、
つ
ね
に
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目
に
見
ゆ
る
を
、
憎
み
な
ど
し
て
、
笑
ふ
。
高
欄
の
も
と
に
、
青

き
瓶
の
大
き
な
る
を
据
ゑ
て
、
桜
の
い
み
じ
う
お
も
し
ろ
き
枝
の
、

五
尺
ば
か
り
な
る
を
、

い

と
多
く
挿
し
た
れ
ば
、

　
　
三

高
欄
の
外
ま
で

咲
き
こ
ぼ
れ
た
る
昼
つ
方
、
大
納
言
殿
、
桜
の
直
衣
の
す
こ
し
な

よ
ら
か
な
る
に
、
濃
き
紫
の
固
文
の
指
貫
、
白
き
御
衣
ど
も
、

7
つ

へ
に

は
濃
き
綾
の
い
と
あ
ざ
や
か
な
る
を
出
だ
し
て
ま
ゐ
り
た
ま

　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ヘ
ビ

へ

る
に
、
主
上
の
こ
な
た
に
お
は
し
ま
せ
ば
、
戸
口
の
前
な
る
細

き
板
敷
に
ゐ
た
ま
ひ
て
、
も
の
な
ど
申
し
た
ま
ふ
。
御
簾
の
う
ち

に
、
女
房
、
桜
の
唐
衣
ど
も
く
つ
ろ
か
に
脱
ぎ
垂
れ
て
、
藤
・
山

吹
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
好
ま
し
う
て
あ
ま
た
、
小
半
蔀
の
御
簾
よ
り

も
お
し
出
で
た
る
ほ
ど
、
昼
の
御
座
の
か
た
に
は
、
御
膳
ま
ゐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ
〉

足
音
た

か

し
。
（
中
略
）
白
き
色
紙
お
し
た
た
み
て
、
「
こ
れ
に
、

た
だ
今
お
ぼ
え
む
古
き
言
、
ひ
と
つ
づ
つ
書
け
」
と
仰
せ
ら
る
る
。

（
中
略
）
春
の
歌
・
花
の
心
な
ど
、
さ
い
ふ
い
ふ
も
、
上
藺
二
つ

三
つ
ば

か

り
書
き
て
、
「
こ
れ
に
」
と
あ
る
に
、
「
年
経
れ
ば
齢
ぱ

老
い

ぬ

し
か
は
あ
れ
ど
花
を
し
見
れ
ば
も
の
思
ひ
も
な
し
」
と
い

　
ふ
言
を
、
「
君
を
し
見
れ
ば
」
と
書
き
な
し
た
る
、
（
後
略
）
。

こ
の
清
涼
殿
で
の
大
慶
を
描
く
の
が
図
4
で
、
款
記
に
「
平
安
画
院

十
佐
光
l
筆
」
と
あ
る
。

土
佐
光
一
は
、
最
後

の

土
佐
派
二
十
五
世

で
、
明
治
中
期
か
ら

昭
和
期
の
画
家
。
図

土佐光一図4

4
は
、
上
方
を
霞
で
区
切
り
、
金
物
を
打
っ
た
黒
塗
り
の
浜
床
に
、
高

麗
端
で
山
藍
色
の
土
敷
二
帖
と
赤
地
小
文
唐
錦
で
縁
を
飾
る
緑
青
の
表

錘
を
北
南
に
敷
き
、
西
南
角
に
鎮
子
の
台
、
帳
が
朽
木
形
文
様
の
御
帳

台
正
面
に
咋
形
の
狛
犬
な
ど
を
意
匠
し
て
、
清
涼
殿
の
母
屋
を
表
象
す

る
。
こ
こ
に
一
条
天
皇
が
不
在
な
の
は
、
『
枕
草
子
」
傍
線
部
◎
㊥
の

如

v
中
宮
定
子
の
弘
徽
殿
の
上
御
局
に
赴
い
た
趣
向
で
あ
ろ
う
。
同
図

の

下
方
は
、
⑦
の
清
涼
殿
丑
寅
の
角
を
傭
鰍
し
た
図
様
。
荒
海
の
布
障

子
脇
の
北
腋
戸
が
開
き
、
北
三
階
前
の
宇
治
の
網
代
布
障
子
に
面
し
て

◎
の
高
欄
の
傍
ら
に
見
事
に
咲
く
桜
の
枝
を
多
数
挿
す
青
磁
の
大
き
な

花
瓶
を
据
え
、
㊦
の
弘
徽
殿
の
上
御
局
妻
戸
口
の
板
敷
に
は
、
有
文
の

垂
櫻
二
枚
重
の
冠
を
被
り
、
㊤
の
桜
重
ね
の
直
衣
と
下
に
白
い
単
衣
、

濃
い
紅
の
綾
織
物
な
ど
五
領
を
重
ね
た
鮮
麗
な
出
衣
に
濃
い
紫
の
固
文

の

指
貫

を
着
け
た
二
十
一
歳
の
成
年
、
正
三
位
権
大
納
言
藤
原
伊
周
が

着
座

す
る
。
ま
た
◎
の
上
御
局
は
、
山
水
の
襖
絵
で
麗
し
く
装
飾
し
た

室
内
と
、
奥
に
顔
半
ば
の
中
宮
を
描
く
。
㊦
の
御
簾
下
に
打
出
を
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ザ

所
の
小
半
蔀
は
、
『
大
内
裏
図
考
証
』
弘
徽
殿
の
上
御
局
図
に
も
見
る

如

v
、
北
廟
北
の
黒
戸
廊
の
小
半
蔀
で
あ
る
の
だ
が
、
図
4
は
こ
れ
を

上
御
局
東
面
に
適
用
し
、
小
半
蔀
を
上
げ
て
外
側
に
膨
ら
み
擁
ん
だ
御

簾
下
に
打
出
の
装
束
を
描
く
。
女
房
た
ち
を
妻
戸
口
近
く
に
も
描
き
、

戸
口

の

末
席
で
白
い
色
紙
に
墨
書
す
る
清
少
納
言
は
、
ま
だ
新
参
と
の

趣
意

で

あ
ろ
う
。
こ
れ
は
⑦
の
如
く
中
宮
が
「
白
き
色
紙
」
に
古
歌
を

一
首
ず

つ
書

け
と
命
じ
て
、
上
藺
か
ら
回
っ
て
き
た
色
紙
に
「
年
経
れ

ば
」
の
和
歌
を
書
く
光
景
に
相
当
す
る
。
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な
お
、
図
4
は
山
口
県
岩
国
市
の
吉
川
家
蔵
冷
泉
為
恭
筆
の
「
枕
草

子
図
」
に
酷
似
し
た
構
図
で
あ
る
。
し
い
て
違
い
を
挙
げ
れ
ば
、
夜
御

殿
の

屏
風
裏
紙
や
上
御
局
の
襖
絵
の
色
紙
形
、
昆
明
池
障
子
裏
の
嵯
峨

野
小
鷹
狩
図
の
上
空
な
ど
に
色
彩
の
小
異
が
あ
る
ほ
か
、
上
御
局
北
戸

口
の
御
簾
を
帽
額
近
く
に
巻
き
上
げ
て
下
長
押
に
ま
で
下
げ
な
い
の
が

為
恭
筆
と
の
違
い
で
あ
る
。
図
4
の
精
緻
な
描
写
は
、
権
大
納
言
の
冠

直
衣
姿
や
直
衣
に
象
る
白
浮
線
綾
丸
文
固
地
綾
、
二
間
と
上
御
局
際
に

立

つ
布
障
子
の
嵯
峨
野
小
鷹
狩
図
、
北
端
の
宇
治
の
網
代
図
な
ど
、
有

職
故
実
に
通
じ
た
画
力
に
も
支
え
ら
れ
て
い
よ
う
。
幕
末
期
の
元
治
元

u
r
　
（
1
八
六
四
）
、
尊
王
壌
夷
派
の
長
州
藩
士
ら
に
殺
害
さ
れ
た
行
年

四

十
1
　
l
l
j
の
復
古
や
ま
と
絵
の
第
一
人
者
冷
泉
為
恭
も
有
職
故
実
に
関

す
る
該
博
な
知
識
で
知
ら
れ
た
絵
師
で
あ
る
か
ら
、
図
4
は
そ
の
為
恭

筆
本
を
模
倣
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

下
河
辺
拾
水
筆
（
二
二
段
　
菩
提
と
い
ふ
寺
に
）

　
『
枕
草
子
』
「
菩
提
と
い
ふ
寺
に
」
章
段
は
、
菩
提
寺
の
法
華
八
講
に

詣
で
た

清
少
納
言
が
、
あ
る
人
か
ら
「
疾
く
帰
り
た
ま
は
ぬ
、
い
と
寂
々

し
」
と
言
わ
れ
、
蓮
の
葉
裏
に
「
求
め
て
も
か
か
る
蓮
の
露
を
お
き
て

憂
き
世
に
ま
た
は
帰
る
も
の
か
は
」
と
書
い
て
遣
っ
た
話
で
あ
る
。
結

縁
の
尊
さ
を
賛
嘆
し
た
一
段
で
、
「
求
め
て
も
」
の
歌
は
、
『
清
少
納
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
マ
マ
シ

集
』
詞
書
に
「
ほ
た
い
と
い
ふ
所
に
、
せ
ら
き
く
と
て
人
の
も
と
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
に
ソ

と
て
か
へ
り
ね
と
お
ほ
つ
か
な
き
に
と
あ
る
に
」
（
『
清
少
納
言
1
』
二

O
）
、
F
ほ
た
い
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
、
せ
き
や
う
き
く
を
、
ひ
と
の
も
と

よ
り
と
く
か
へ
り
た
ま
へ
、
い
と
お
ほ
つ
か
な
し
と
あ
り
け
れ
は
」

（『
清

少
納
言
H
』
一
八
）
と
あ
り
、
『
千
載
和
歌
集
』
巻
第
十
九
釈
教

歌
一
二
〇
六
詞
書
に
「
菩
提
と
い
ふ
寺
に
結
縁
講
し
け
る
時
、
聴
聞
に

ま
う
で
た
り
け
る
に
、
人
の
も
と
よ
り
、
と
く
帰
り
ね
と
い
ひ
た
り
け

　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
お
　

れ
ば

つ
か

は
し
け
る
」
と
あ
る
。

　
当
章
段
の
挿
絵
は
複
数
知
ら
れ
、
図
5
は
そ
の
一
つ
。
短
冊
原
題
蒼

の

破

損
が
甚
だ
し
く
書
名
が
『
口
口
海
　
全
』
と
し
か
判
ら
ず
、

刊

記
の
散
失
で
絵
師
不
明
確
だ
が
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
の
架
蔵

『
女
教
訓
躾
方
日
用
宝
鑑
百
人
一
首
姫
小
松
』
に
、
下
河
辺
拾
水
画
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　

図
5
と
同
じ
挿
絵
が
あ
る
。
従
っ
て
、
図
5
の
挿
絵
は
河
辺
拾
水
画
と

推
定
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
し
や
ニ
　
な
こ
ん
　
　
ド
こ
し
や
う
な
こ
へ
　
　
き
よ
ハ
ら
の
ふ
か
や
　
め

　

図
5
は
、
雲
形
に
「
清
少
納
言
／
清
少
納
言
ハ
清
原
深
養
父
の

ひ

　
　

ま
こ
も
ニ
で
ヰ
　
　
む
す
お
　
　
　
　
ニ
っ
て
う
ノ
ゐ
ん
　
　
ニ
ニ
う
イ
マ
ぽ
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ノ
こ
っ
さ
っ
　
　
　
　
　
　
ノ
ペ

曾
／
孫
元
輔
の
娘
な
り
一
条
院
の
女
房
／
に
し
て
枕
草
紙
を
作
り

こ
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ゲ
し
ヂ
ト
ご
　
ニ
ノ
　
　
ま
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ロ
リ
　
　
ユ
ろ

心

ば

へ

を
／
あ
ら
ハ
せ
り
と
そ
／
千
載
集
に
菩
提
と
い
ふ
／
寺
に
結

え
ん
　
　
　
ひ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
こ

縁
の

講
じ
け
る
／
と
き
ま
ふ
で
た
り
し
に
／
人
の
と
v
か
へ
れ
と
云

つ
ノト

ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ノ
ノ
で
　
　
つ
ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

遣

し
／
け
れ
ハ
／
も
と
め
て
も
か
s
る
／
蓮
の
露
を
き
て
／
う
き
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
ロ

に

ま
た
ハ
／
か
へ
る
も
の
か
は
」
と
記
す
。
こ
の
記
事
の
「
千
載
集
に
」

か
ら
取
材
兀
は
王
墾
の
よ
つ
だ
が
、

本
稿
で
は
『
枕
草
子
』
に
因
む
絵
画

の

対
象
に
含
め
た
。
図
様
は
、
手
紙

を
届
け
た
使
者
が
控
え
て
返
事
を
待

つ
間
、
「
疾
く
帰
り
た
ま
は
ぬ
、
い

と
寂
々
し
」
と
の
巻
手
紙
を
見
る
立

河辺拾水か図5
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姿
の
清
少
納
言
を
意
匠
す
る
。
尊
い
講
会
を
差
し
措
い
て
憂
き
世
に
帰

り
難
い
心
境
を
歌
に
詠
み
、
帰
り
を
待
ち
荏
び
る
人
の
思
い
を
そ
っ
と

か

わ
し
た
才
媛
の
人
徳
を
賞
揚
し
た
と
見
ら
れ
る
挿
絵
で
あ
る
。

主

で
、
内
容
に
大
差
が
な
い
　
挿
絵
の

図
6
は
、
図
5
の
手
紙
を
届
け
た
使
者

を
除
去
し
、
手
紙
を
見
る
清
少
納
言
の

傍
ら
の
、
芭
蕉
の
大
形
の
葉
が
目
を
引

く
o
芭
蕉
の
描
画
は
、
身
の
虚
し
さ
を

芭
蕉
に

喩
え

た
『
往
生
要
集
』
巻
上
の

　
ら
ご

＋巴
蓬
川
ノ
　
」
　
や
、

第
九
の
「
芭
蕉
．
又
或
．
無
常
、
観
或
．

af
f
　
・
［
　
，
殖
．
僧
坊
．
傍
．
．
殖
ウ
。

想

な
ど
に
因
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

少
納
言
の
心
の
在
り
方
を
例
に
挙
げ
、

桂
雪
典
筆

（二
＝

段
　
菩
提
と
い
ふ
寺
に
）

　
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
の
木
村
敦
寛
著
『
女
撰
要
和
国
織
』
に
、

図
5
と
意
匠
の
異
な
る
挿
絵
が
あ
る
。
画
工
は
大
阪
の
桂
雪
典
（
宗
信
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ

架
蔵
本
図
5
と
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
図
6
の
記
事
の
異
同
は
、
コ
兀

　
　
し
ニ
ぷ
　
　
　
こ
ゴ
ニ
て
ヂ
　
　
　
こ
　
　
　
　
い
ち
ニ
ぴ
の
ゐ
ん
　
　
　
ニ
フ
　
ら
ニ
　
　
　
ゐ
ん
こ
ド
ノ
ミ
　
　
　
　
ま
く
コ
コ
こ
　
　
ザ

輔
の
娘
ー
元
輔
の
子
」
二
条
院
　
一
条
の
院
后
宮
」
「
枕
草
紙
を

つ
く
　
　
　
こ
ト
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
ザ
テ
こ
つ
さ
う
　
し
　
　
　
さ
く
し
や
　
　
　
　
　
　
グ
じ
を
つ

作

り
心
ば
へ
を
あ
ら
ハ
せ
り
と
そ
1
枕
草
紙
の
作
者
也
」
「
講
じ
－

か
ロ

フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ふ
プ
　
　
　
　
　
　
　
つ
ニ

講
し
」
「
ま
ふ
で
ー
ま
ふ
て
」
「
露
を
き
ー
露
を
お
き
」
「
ま
た
ー
又
」

F
も
の
か
は
ー
物
か
ハ
」
の
如
く
で
、
漢
字
や
仮
名
、
清
濁
の
相
違
が

羅糠墾

図6　桂雪典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
是
，
身
．
虚
偽
，
．
。
，
猶
．
如
．

寺
塔
や
僧
坊
の
傍
に
植
え
た
『
当
麻
曼
陀
羅
疏
』
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
一
法
出
生
無
量
義
．
意
三
．
、
寺
塔
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
シ

　
　
　
　

H
｛
。
　
・
i
王
城
．
．
亦
可
、
二
殖
．
．
也
」
と
い
う
観

　
　
　
　
　
　

講
会
に

詣
で

て
仏
縁
を
結
ぶ
才
女
清

　
　
　
　
　
　
　
　

教
養
を
求
め
る
婦
女
子
に
信
心

の

大
切
さ
を
教
化
す
る
仏
教
的
色
彩
の
強
い
挿
絵
に
な
っ
て
い
る
。

下
河
辺
拾
水
筆
（
三
一
段

　
図
7
も
、
図
5
・
6
と
同
じ
モ
チ
ー

フ

の

下
河
辺
拾
水
の
挿
絵
で
、
寛
政
六

ur

　
（
1
七
九
四
）
刊
の
架
蔵
『
百
人
1

　
　
　
ロ
ヨ
ね

首
花
洛
織
』
に
あ
る
。
同
図
は
寛
政
七

年
『
女
用
文
章
万
代
宝
鑑
諸
礼
躾
方
司

百
人
蜀
紅
錦
』
、
文
化
十
二
年

文
章
百
人
一
首
知
恵
袋
』

使
者
が
座
る
前
で
、

清
少
納
言
を
描
く
。

花
木
の
意
匠
が
図
5
に
酷
似
す
る
。

似
す
る
。

菩
提
と
い
ふ
寺
に
）

図7　下河辺拾水

　
　
　
　
（
1
八
一
五
）
『
女
教
訓
女
躾
方
四
季
用

　
　
に

も
収
載
す
る
。
挿
絵
は
、
手
紙
を
届
け
た

文
筥
か
ら
取
り
出
し
た
消
息
文
を
着
座
し
て
見
る

清
少
納
言
と
使
者
の
衣
装
の
文
様
、
使
者
の
髪
型
、

　
　
　
　
　
　
挿
絵
上
部
の
解
説
文
も
図
5
に
近

橘
守
国
筆
（
七
七
段
　
頭
の
中
将
の
、
す
ず
う
な
る
そ
ら
言
を
）

　
『
枕
草
子
』
「
頭
の
中
将
の
、
す
ず
う
な
る
そ
ら
言
を
」
章
段
は
、
お

お
よ
そ
次
の
よ
う
な
展
開
で
あ
る
。
①
清
少
納
言
は
誤
解
し
て
立
腹
し

て

い

る
頭
中
将
藤
原
斉
信
と
絶
交
す
る
。
②
雨
が
ひ
ど
く
降
り
所
在
な

い

折
に
、
物
忌
に
籠
っ
た
斉
信
が
寂
し
さ
を
覚
え
る
。
③
そ
の
夜
、
斉

信
は

主
殿
寮
の
官
人
を
使
者
に
し
て
、
清
少
納
言
に
「
蘭
省
花
時
錦
帳

下
」
の
下
句
を
問
う
手
紙
を
届
け
る
。
④
清
少
納
言
は
傍
ら
の
炭
櫃
の

消
え
炭
で
「
草
の
庵
を
誰
か
た
つ
ね
む
」
と
記
し
使
者
に
返
す
。
⑤
翌
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朝
、
右
中
将
源
宣
方
が
清
少
納
言
を
訪
ね
、
清
少
納
言
の
返
事
に
斉
信

た

ち
が
上
句
を
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
打
ち
明
け
る
。
⑥
別
れ
た

夫
の
修
理
亮
橘
則
光
が
清
少
納
言
を
訪
ね
、
斉
信
ら
を
感
心
さ
せ
た
誉

れ

を
喜
ぶ
。
⑦
「
草
の
庵
」
の
件
が
一
条
天
皇
と
中
宮
定
子
に
も
是
認

さ
れ
て
清
少
納
言
は
面
目
を
保
っ
た
。
⑧
こ
の
後
に
斉
信
は
清
少
納
言

へ
の

誤
解
を
解
い
た
よ
う
だ
。

　
右
の
斉
信
と
清
少
納
言
の
問
答
③
④
は
、
白
楽
天
が
長
安
の
旧
友
三

人
に

寄
せ
た
『
白
氏
文
集
』
巻
十
七
律
詩
五
「
盧
山
草
堂
、
夜
雨
独
宿
、

寄
牛
二
・
李
七
・
庚
三
十
二
員
外
」
一
o
七
九
に
拠
っ
て
い
る
。

　
　
丹
香
捲
レ
手
三
君
子
、
白
髪
垂
レ
頭
一
病
翁
。

　
　
蘭
省
花
時
錦
帳
下
、
　
盧
山
雨
夜
草
庵
中
。

　
　
終
身
膠
漆
心
雁
レ
在
、
半
路
雲
泥
　
不
レ
同
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
唯
有
二
無
生
三
昧
観
［
、
榮
枯
一
照
爾
成
レ
空
。

　

こ
の
詩
句
の
首
聯
第
一
句
に
斉
信
か
ら
の
非
難
も
聞
き
流
し
て
中
宮

に

献
身
的
に
奉
仕
す
る
清
少
納
言
を
彷
彿
さ
せ
、
第
二
句
に
清
少
納
言

に

交
渉
を
断
た
れ
て
疎
外
感
を
否
め
な
い
斉
信
の
気
謹
に
も
通
う
も
の

が

あ
り
、
頷
聯
第
三
句
「
蘭
省
花
時
錦
帳
下
」
を
中
宮
の
も
と
で
快
活

な
清
少
納
言
に
見
な
し
て
斉
信
の
問
い
に
し
、
第
四
句
「
盧
山
雨
夜
草

庵
中
」
を
答
え
さ
せ
て
雨
夜
に
物
忌
に
籠
る
斉
信
の
寂
蓼
感
を
清
少
納

言
に

印
象
づ
け
、
頚
聯
第
五
句
の
変
ら
ぬ
友
情
の
希
求
に
一
縷
の
望
み

を
託
し
て
、
清
少
納
言
の
歩
み
寄
り
を
窺
っ
た
か
に
見
受
け
ら
れ
る
。

し
か
し
、
斉
信
の
目
論
見
は
外
れ
た
。
清
少
納
言
の
返
事
が
、
詩
句

F盧
山
雨
夜
草
庵
中
」
に
拠
ら
ず
、
か
つ
て
藤
原
公
任
が
出
題
し
た
連

歌
で

『
公
任

集
』
四
o
1
に
、

　
　
　
　
い
か
な
る
を
り
に
か

　
　
草
の
い
ほ
り
を
た
れ
か
た
つ
ね
む

　
　
　
　
と
の
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
い
る
人
た
か
た
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　

こ
こ
の
へ
の
花
の
宮
こ
を
お
き
な
が
ら

と
あ
る
下
句
「
草
の
い
ほ
り
を
た
れ
か
た
つ
ね
む
」
を
借
用
し
て
、
斉

信
へ
の
答
え
に
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
清
少
納
言
の
対
応
は
、
萩
谷

朴
氏
が

「
当
代
随
一
の
歌
人
で
理
論
家
の
公
任
の
句
を
借
用
し
た
清
少

納
言
を
非
難
す
る
こ
と
は
、
間
接
に
は
公
任
を
も
非
難
す
る
こ
と
に
な
っ

て
、
さ
し
さ
わ
り
が
生
じ
る
。
斉
信
た
ち
と
し
て
は
、
不
動
金
縛
り
に

あ
っ
た
も
同
然
、
そ
の
引
用
の
適
切
さ
と
同
時
に
、
寸
分
す
き
の
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
　

清
少
納
言
の
駆
け
引
き
の
巧
み
さ
」
と
指
摘
す
る
如
く
で
あ
り
、
さ
す

が

の

斉
信
も
「
い
み
じ
き
盗
人
を
。
な
ほ
、
得
こ
そ
思
ひ
捨
つ
ま
じ
け

れ
」
　
（
『
枕
草
子
』
）
と
そ
の
機
智
に
驚
嘆
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
二

の

句
を
継
げ
な
く
な
っ
た
斉
信
は
、
「
さ
て
後
ぞ
、
袖
の
几
帳
な
ど
も

取

り
捨
て
て
、
思
ひ
な
ほ
り
た
ま
ふ
め
り
し
」
（
『
枕
草
子
』
）
と
清
少

納
言
へ
の
非
難
を
収
め
る
ほ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
話
題
は
元
文
五
年
（
一
七
四
o
）
梓
行
の
『
絵
本
鴬
宿
梅
』
巻

l
r蘭
省
花
時
」
に
摂
取
さ
れ
た
。

　
　
と
う
ち
う
し
や
う
た
ざ
の
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
い
せ
う
な
ご
ん
　
　
か
た
　
　
ら
ん
し
や
う
の
は
な
の
と
き
　
き
ん

　
　
頭

中
将
斉
信
の
も
と
よ
り
清
少
納
言
の
方
へ
蘭
省
花
時
／
錦

　
　
ち
や
う
も
と
　
　
か
き
　
　
す
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ん
じ

　
　

帳
下
と
書
て
末
ハ
い
か
に
く
と
き
く
に
返
事
し
た
ま
へ
／
と

　
　
　
　
　
せ
い
せ
う
な
ご
ん
こ
れ
　
　
ず
ゑ

　
　
あ
る
を
清
少
納
言
是
が
末
し
り
が
ほ
に
ま
ん
な
に
か
き
／
た
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の

　
　
も
見
ぐ
る
し
と
お
も
ひ
て
其
お
く
に
す
び
つ
の
き
え
／
た
る
す
み
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給
ノ
ん
と
の
心
を
そ
へ
た
り

　
挿
絵

は
後
素
軒
橘
守
国
が
図
8
を
描
く
。
囲
炉

裏
の
傍
ら
で
斉
信
か
ら
の
消
息
に
消
え
炭
で
返
事

を
書
く
清
少
納
言
と
、
折
烏
帽
子
で
畏
ま
っ
て
座

る
斉
信
の
使
者
で
あ
る
主
殿
寮
の
官
人
を
、
記
事

に

即
し
て
手
際
よ
く
描
く
。

　
　
　
　
　
く
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
パ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
き
　
か
へ
　
　
　
こ
れ

の

あ
る
し
て
草
の
い
ほ
り
を
誰
か
た
つ
ね
ん
／
と
書
て
返
し
ぬ
此

こ
べ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
こ
　
　
　
た
グ
ヒ
　
　
　
た
つ
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ト
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ニ
ニ
ニ
ド

意

ハ

こ
れ
ほ
ど
の
事
を
誰
か
尋
ん
と
／
の
心
を
い
ひ
て
清
少

な
ニ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ご
の
づ
　
　
ニ
ひ

納
言
の
も
と
よ
り
に
く
ま
れ
て
あ
り
け
れ
バ
／
い
か
で
斉
信
の
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
k
）

橘守国図8

土
佐
光
貞
筆
（
九
四
段
　
五
月
の
御
精
進
の
ほ
ど
）

　
長
徳
四
年
（
九
九
八
）
五
月
五
日
、
清
少
納
言
ら
女
房
四
人
が
牛
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
こ
ニ
き
す

で

賀
茂
の
奥
、
松
ヶ
崎
付
近
に
郭
公
の
声
を
聞
き
に
行
っ
た
帰
路
、

咲
き
誇
る
卯
の
花
の
枝
を
折
り
牛
車
に
挿
し
飾
っ
た
。
こ
の
車
を
見
せ

た
く
て
侍
従
藤
原
公
信
宅
に
立
寄
る
の
が
『
枕
草
子
』
で
の
話
で
あ
る
。

こ
の
絵
画
が
図
9
で
、
款
記
に

「
画
所
預
従
五
位
上
土
佐
守
藤
原

光
貞
」
と
あ
る
。
光
貞
は
土
佐
光

芳
の
二
男
で
、
江
戸
中
期
か
ら
後

期
の
絵
師
。
安
永
四
年
（
一
七
七

五
）1　1

）

四
十
五
歳
の
制
作
に
な
ろ
う
か
。

土佐光貞図9

正
月
二
十
三
日
従
五
位
上
土
佐
守
に
叙
任
、
天
明
二
年
（
一
七
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ご

十

月
二
十
五
日
正
五
位
下
に
昇
叙
し
た
の
で
、
図
9
は
三
十
八
～

　
当
図
は
軸
装
の
上
方
に
、
雲
海
の
中
に
京
の
奥
地
を
印
象
づ
け
る
遠

山
の
頂
き
を
大
小
二
つ
連
ね
て
描
く
。
下
方
の
近
景
に
は
、
土
披
の
傍

ら
に
駐
車
す
る
網
代
車
の
後
部
を
描
く
。
懸
け
下
ろ
し
た
後
簾
と
左
右

の

袖
格
子
と
の
狭
間
か
ら
絹
布
の
下
簾
が
下
が
る
が
、
中
の
人
の
様
子

は

窺

え
な
い
。
画
題
は
伝
わ
ら
な
い
が
、
屋
形
の
棟
や
立
板
な
ど
に
白

い

色
鮮
や
か
な
株
立
ち
の
卯
の
花
の
長
い
枝
を
た
く
さ
ん
挿
し
た
意
匠

は
、
紛
れ
も
な
く
『
枕
草
子
』
第
九
四
段
の
、

　
　
卯
の
花
の
、
い
み
じ
う
咲
き
る
を
折
り
て
、
車
の
簾
・
側
な
ど

　
　
に

挿

し
あ
ま
り
て
、
襲
ひ
’
棟
な
ど
に
長
き
枝
を
、
葺
き
た
る
や

　
　
う
に
挿
し
た
れ
ば
、
た
だ
「
卯
の
花
の
垣
根
を
、
牛
に
か
け
た
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
の
こ
こ
ニ

　
　
と
見
ゆ
る
。
供
な
る
郎
等
も
い
み
じ
う
笑
ひ
つ
つ
、
F
こ
こ
ま
だ

　
　
し
」
　
r
こ
こ
ま
だ
し
」
と
、
挿
し
あ
へ
り
。

に

着
想

を
得
た
も
の
で
あ
る
。
画
中
に
公
信
邸
を
連
想
さ
せ
る
趣
向
を

凝
ら
し
て
い
な
い
の
で
、
画
面
は
、
公
信
邸
を
辞
去
後
、
公
信
が
追
走

し
て
来
て
車
を
停
車
し
た
場
面
で
、
『
枕
草
子
」
に
、

　
　

こ
の
車
の
さ
ま
を
、
い
み
じ
う
笑
ひ
た
ま
ふ
。
「
う
つ
つ
の
人
の

　
　
乗

り
た
る
と
な
む
、
さ
ら
に
見
え
ぬ
。
な
ほ
、
下
り
て
見
よ
」
な

　
　

ど
笑
ひ
た
ま
へ
ば
、
供
に
走
り
つ
る
人
、
と
も
に
興
じ
笑
ふ
。

と
あ
る
件
に
相
当
し
よ
う
。
牛
車
の
後
方
で
立
烏
帽
子
を
被
り
、
盤
領

や

袖
括
の
紐
、
当
帯
の
あ
る
狩
衣
に
指
貫
の
二
人
は
、
車
を
追
走
し
て

来
た

人

た
ち
で
、
右
側
の
紅
の
単
に
萌
黄
の
狩
衣
が
侍
従
公
信
、
左
側

の

標
の
狩
衣
が
「
供
に
走
り
つ
る
人
」
で
あ
ろ
う
。
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土
佐

光
一
筆
（
九
四
段
五
月
の
御
精
進
の
ほ
ど
）

　
図
1
0
は
、
画
題
「
清
少
納
言
卯
の
花
車
の
図
」
、
款
記
に
「
画
院
後

商
土
佐
光
一
筆
」
と
あ
る
。
白
髪
の
老
い
た
牛
飼
は
、
長
年
の
経
験
で

牛
の
扱
い
に
手
慣
た
様
を
象
徴
す
る
の
か
、
鞭
を
手
に
し
て
見
事
に
牛

を
静
止
さ
せ
て
い
る
。
小
八
葉
車
の
物
見
御
簾
形
や
前
簾
の
縁
に
卯
の

花

を
挿
し
終
え
た
裸
足
の
白
張
は
、
後
簾
の
縁
に
卯
の
花
枝
を
懸
命
に

葺
い
て
い
る
。
屋
形
の
下
に
多
数
散
在
す
る
卯
の
花
の
葉
は
、
臨
場
感

を
画
面
に
添
え
て
い
る
。
屋
形
の
上
葺
や
袖
、
立
板
に
散
ら
す
丸
の
文

様

は
、
蓮
弁
を
象
る
八
葉
車
の
意
匠
だ
が
、
図
1
0
で
は
丸
の
文
様
数
が

足
り
な
い
。
こ
れ
は
絵
師
が
故
実
に
疎
い
の
で
な
く
、
八
葉
は
文
の
大

小
で
大
八
葉
・
小
八
葉
が
あ
り
、
図
様
で
の
判
別
に
誤
解
を
招
か
ぬ
よ

う
に
あ
え
て
丸
の
数
を
減
ら
す
こ
と
で
、
丸
八
個
の
大
八
葉
車
で
な
く
、

小
八
葉
車
で
あ
る
こ
と
の
画
意
と
解
し
た
い
。
こ
の
小
八
葉
車
の
鴎
の

尾

に
、
桂
に
紅
の
張
袴
で
立
添
う
の
が
清
少
納
言
。
大
輪
の
脇
で
卯
の

花
の

枝
を
手
に
し
て
白
張
の
作
業
を
補
助
す
る
垂
髪
の
童
は
、
車
副
役

の

牛
飼
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
人
々
の
所
作

は

『枕
草
子
』
に
旦
ハ
体
的
な
記
事
が
な
く
、
土

佐
光
一
独
自
の
創
造
的
美
意
識
の
世
界
で
あ
る
。

　

な
お
、
赤
轍
を
懸
け
た
班
牛
は
、
『
枕
草
子
』

四

八
段
に
「
牛
は
、
額
は
、
い
と
小
さ
く
白
み

た

る
が
、
腹
の
下
・
足
・
尾
の
筋
な
ど
は
、
や

が
て

白
き
」
と
い
う
理
想
的
な
様
相
に
近
く
、

静
止
す
る
姿
も
東
京
国
立
博
物
館
蔵
『
平
治
物

図10　土佐光一

語
絵
巻
』
六
波
羅
行
幸
巻
第
一
段
の
源
氏
方
に
幽
閉
さ
れ
た
二
条
天
皇

が
朔
平
門
か
ら
八
葉
車
で
脱
出
す
る
時
の
班
牛
に
似
て
い
る
。

橘
守
国
筆
（
一
二
九
段
　
頭
弁
の
、
職
に
ま
ゐ
り
た
ま
ひ
て
）

　
『
枕
草
子
』
「
頭
弁
の
、
職
に
ま
ゐ
り
た
ま
ひ
て
」
章
段
は
、
職
御
曹

司
に
清
少
納
言
を
訪
ね
た
頭
弁
藤
原
行
成
が
丑
の
刻
前
早
々
に
帰
り
、

清
少
納
三
口
に
「
鶏
の
声
に
催
さ
れ
て
な
ん
」
と
言
い
訳
の
手
紙
を
遣
る

と
、
早
々
の
辞
去
に
清
少
納
言
が
「
い
と
夜
深
く
は
べ
り
け
る
鶏
の
声

は
、
孟
嘗
君
の
に
や
」
と
切
り
返
し
、
行
成
の
「
『
孟
嘗
君
の
鶏
は
、

函
谷
関
を
ひ
ら
き
て
、
三
千
の
客
、
わ
つ
か
に
去
れ
り
』
と
あ
れ
ど
も
、

こ
れ
は
、
逢
坂
の
関
な
り
」
と
の
返
事
に
、
清
少
納
言
が
「
夜
を
こ
め

て

鶏
の
そ
ら
音
は
は
か
る
と
も
世
に
逢
坂
の
関
は
ゆ
る
さ
じ
、
心
か
し

こ
き
関
守
は
べ
り
」
と
反
駁
す
る
と
、
行
成
が
「
逢
坂
は
人
越
え
や
す

き
関
な
れ
ば
鶏
鳴
か
ぬ
に
も
開
け
て
待
つ
と
か
」
と
返
す
話
で
あ
る
。

こ
の
二
人
の
応
酬
は
、
孟
嘗
君
が
食
客
の
鶏
鳴
に
よ
っ
て
函
谷
関
を
脱

出
し
た
『
史
記
』
巻
七
十
五
・
孟
嘗
君
列
伝
第
十
五
の
故
事
を
踏
ま
え

る
が
、
『
絵
本
鴬
宿
梅
』
巻
一
「
清
少
納
言
」
に
、
次
の
記
事
と
二
種

類
の
挿
絵
を
収
載
す
る
。

　
　
せ
い
せ
つ
な
こ
ん
　
　
ニ
や
こ
ユ
ヘ
ニ
つ
ま
ニ
ニ
ラ
　
　
む
て
め
　
　
　
そ
　
こ
ろ
ご
う
て
ニ
ぱ
き
つ
フ
ニ
ニ
の
ヒ
ん

　
　

清
少
納
言
ハ
清
原
元
輔
が
女
な
り
其
比
行
成
卿
頭
弁
に
て

　
　
　
　
　
　
ニ
き
ニ
ノ
　
フ
　
ご
ん
　
　
び
　
ニ
　
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ
こ
　
　
　
ヱ
　
シ
た
　
よ
　
　
　
こ
を

　
　

あ
り
し
／
時
少
納
言
と
一
夜
か
た
ら
ひ
給
ふ
て
後
の
朝
夜
を
通

　
　
　
　
む
か
　
ニ
ま
ゴ
の
　
　
　
ヴ
た
ヒ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
リ
　
　
　
こ
き

　
　

し
て
昔
物
／
語
も
き
こ
え
あ
か
さ
ん
と
せ
し
を
鳥
の
声
に
も
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
い
せ
コ
な
こ
ん
　
　
ヅ
ベ
　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
ほ

さ
れ
て
と
あ
り
し
／
に
清
少
納
言
の
返
し
に
い
と
夜
ふ
か
く

　
　
さ
ジ
ら
ひ
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
こ
ゑ
　
　
も
コ
ド
ヤ
ロ
　
　
　
く
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
リ
ヒ
こ

　
　

侍
け
る
鳥
の
声
ハ
孟
嘗
／
君
の
に
や
と
聞
え
た
れ
バ
ま
う
さ
う
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に
ハ
ニ
リ
　
　
か
ん
こ
く
く
わ
ん
　
　
ひ
ら
き
　
　
さ
ん
せ
ん
の
　
　
へ
く

　

く
ん
の
鶏
ハ
函
谷
関
を
開
て
三
千
／
客
わ
つ
か
に
さ
れ
り

　
　
　
　
　
あ
ふ
さ
か
の
せ
き
　
　
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
ニ
ロ
う
　
て
　
　
　
こ
ん
　
　
っ
た
　
　
　
よ

　

と
い
ふ
ハ
逢
坂
関
の
事
な
り
と
あ
れ
バ
清
少
納
／
言
の
歌
に
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　

を
こ
め
て
と
り
の
そ
ら
ね
ハ
は
か
る
と
も
世
に
あ
ふ
さ
／
か
の
せ

　
　
　
　
　
　
　
こ
お
ろ
　
　
　
　
　
　
せ
き
　
　
　
は
へ

　

き
ハ
ゆ
る
さ
じ
心
か
し
こ
き
関
も
り
侍
る
め
り
と
き
こ
ゆ
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ニ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
り

　
か

へ
／

り
あ
ふ
さ
か
ハ
人
こ
え
や
す
き
関
な
れ
バ
鳥
も
な
か
ね
ど

　

あ
け
て
／
ま
つ
と
か
と
あ
り
し
と
そ

左
の

図
H
は
、
燈
台
に
火
が
点
り
、
半
夜
に
行
成
が
清
少
納
言
の
許

を
辞
去
す
る

挿
絵
。
図
1
2

は
、
鶏
鳴
の

得
意
な
家
臣

が
木
に
登
っ

て
鳴
き
真
似

を
す
る
と
、

　図11
’：ili’・・－T－一’

！！：rF＾

＞
x｝，ばt‘

橘守国

二＝ニー＿＿＿＿

　　図12橘守国

玩♪
ミ　　駕多

（部分）

t

’

図13

　
　
　
　
　
関
所
の
棟
で
眠
る
鶏
が
つ
ら
れ
て
鳴
き
、
夜
明
け
と
勘
違

い

し
た
関
守
が
開
門
す
る
異
時
同
図
の
函
谷
関
図
で
、
そ
の
故
事
を
図

　
　
　
ダ
グ
じ
ニ
　
　
ミ
わ
ん
の
　
プ
ノ
　
　
　
ら
　
　
ろ
　
　
ロ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
こ
シ
ノ
　
　
う
ち
　
　
ひ
い
め
い
　
　
　
　
こ

中
に
「
函
谷
関
図
／
孟
嘗
君
が
三
千
の
士
卒
の
中
／
鶏
鳴
と
云
者

　
　
に
モ
こ
ぜ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ま
ゴ
ユ
　
　
き
　
　
う
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ハ
と
リ
　
　
　
ニ
ゑ

よ
く
鶏
の
ま
ね
を
／
な
す
困
て
木
の
上
に
あ
が
り
て
鶏
／
の
声

　
　
　
　
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
き
　
　
　
　
　
ひ
ら
　
　
　
　
　
　
　
せ
き
し
バ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
を

を
な
し
て
夜
ふ
か
き
に
関
を
／
開
か
せ
て
関
守
を
あ
ざ
む
き
／
通
り
し

と
な
り
」
と
簡
潔
に
記
す
。
棟
の
鶏
は
左
が
雄
、
右
が
雌
の
番
い
で
あ

る
。
番
い
の
鶏
の
描
画
は
、
慶
長
十
三
年
（
一
六
〇
八
）
の
嵯
峨
本
第

｝
種
『
伊
勢
物
語
』
第
十
四
段
に
、
女
を
訪
ね
た
男
が
暁
の
鶏
鳴
で
帰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ
リ
ロ

り
、
女
が
鶏
を
恨
む
物
語
に
描
い
て
以
降
、
整
版
本
の
挿
絵
に
定
着
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ザ

み

る
。
図
1
3
の
番
い
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）

の

『
絵
本
鴬
宿
梅
』
も
、
鶏
鳴
に
纏
わ
る
行
成
と
清
少
納
言
の
贈
答
歌

「
逢
坂
の
関
」
に
因
み
、
雌
雄
一
対
の
鶏
を
描
く
。

葛
飾
北
斎
筆
（
一
二
九
段
　
頭
弁
の
、
職
に
ま
ゐ
り
た
ま
ひ
て
）

　
葛
飾
北
斎
も
天
保
四
年
（
↓
八
三
三
）
～
五
年
頃
、
「
前
北
斎
為
一

筆
」
の
署
名
で
、
函
谷
関
故
事
に
因
む
長
大
判
の
錦
絵
「
詩
歌
写
真
鏡
・

清
少
納
言
」
（
縦
5
2
・
4
㎝
、
横
2
3
・
4
㎝
）
を
描
く
。
高
木
に
よ
じ

登
っ
た
男
の
鶏
鳴
に
つ
ら
れ
て
、
樹
下
で
棟
の
鶏
も
鳴
き
、
夜
明
け
と

錯
覚

し
た
関
守
が
門
の
閂
に
手
を
か
け
て
開
門
し
よ
う
と
す
る
異
時
同

図
の
図
様
で
、
前
掲
図
1
2
に
着
想
を
得
た
か
の
如
き
趣
向
で
あ
る
。

橘
守
国
筆
（
↓
七
四
段
　
村
上
の
先
帝
の
御
時
に
）

　
『
枕
草
子
』
「
村
上
の
先
帝
の
御
時
に
」
章
段
に
、
大
雪
が
降
り
、
夜

に

寒
月
が
現
れ
た
時
、
一
条
天
皇
の
祖
父
村
上
天
皇
が
、
様
器
に
雪
を

盛

り
梅
花
を
挿
し
て
兵
衛
の
女
蔵
人
に
贈
り
、
「
こ
れ
に
、
歌
詠
め
」

と
命
じ
、
兵
衛
が
「
雪
月
花
の
時
」
と
奏
上
す
る
と
、
天
皇
が
「
歌
な

ど
詠
む
は
、
世
の
常
な
り
。
か
く
、
を
り
に
合
ひ
た
る
言
な
む
、
い
ひ

難

き
」
と
褒
称
し
た
打
聞
が
あ
る
。
「
雪
・
月
’
花
」
の
三
種
を
取
合

わ

せ

た
歌
は
、
夙
に
大
伴
家
持
に
天
平
勝
宝
元
年
（
七
四
九
）
十
二
月

F宴
席
に
雪
月
梅
花
を
詠
む
歌
一
首
」
の
題
で
、
『
万
葉
集
』
巻
十
八
・

四

＝
二
四
に
「
雪
の
上
に
照
れ
る
月
夜
に
梅
の
花
折
り
て
贈
ら
む
愛
し

　
　
　
　
へ
む
　

き
児
も
が
も
」
が
あ
る
。
村
上
天
皇
の
出
題
も
ま
る
で
こ
の
家
持
歌
を

問
う
か
の
如
v
で
さ
え
あ
る
が
、
兵
衛
の
「
歌
」
は
、
家
持
の
そ
れ
で
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は
な
か
っ
た
。
家
持
の
歌
で
は
、
時
宜
に
適
う
が
、
村
上
天
皇
へ
兵
衛

の

心
情

を
表
白
す
る
に
至
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
兵
衛
の
奏
上
し
た

r歌
」
は
、
『
白
氏
文
集
』
巻
五
十
五
律
詩
三
「
寄
．
股
協
律
．
二
」
二
五

六
五
に
、

　
　
五
歳
優
游
同
過
レ
日
　
l
朝
消
散
似
浮
雲
・

　
　
琴
詩
酒
伴
皆
弛
レ
我
　
雪
月
花
時
最
憶
レ
君

　
　
幾
度
聴
ン
鶏
歌
一
白
日
一
亦
曾
騎
レ
馬
詠
紅
裾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ハ
　

　
　
呉
娘

暮
雨
粛
粛
曲
自
〆
別
江
南
更
不
ン
聞

と
あ
る
第
四
句
「
雪
月
花
の
時
最
も
君
を
憶
ふ
」
に
拠
る
。
こ
の
詩
句

は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
交
友
・
七
三
三
、
『
千
載
佳
句
』
上
’
人
事

部
憶
友
・
四
二
三
に
も
見
え
、
人
口
に
槍
灸
し
た
句
で
あ
る
。
こ
の
句

を
以
て
当
日
の
大
雪
、
梅
花
、
寒
月
の
時
宜
を
得
た
美
を
唱
い
、
併
せ

て

天
皇
へ
の
至
誠
の
念
を
「
憶
レ
君
」
に
響
か
せ
て
対
応
し
た
見
事
な

機
智
に
、
村
上
天
皇
は
賞
賛
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
逸
話
は
『
絵
本
鴬
宿
梅
』
巻
一
「
雪
月
花
時
」
に
、
次
の
説
明

文

と
図
1
4
の
挿
絵
が
あ
る
。

　
　
む
ら
か
み
　
　
お
ん
こ
き
ば
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ナ
　
　
　
　
　
　
や
う
　
き

　
　
村
上
の

御
時
雪
の
い
と
た
か
ふ
降
た
る
を
楊
器
に
も
ら
せ
給
ひ
て

　
　
む
め
　
　
は
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ち
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
　
　
う
た

　
　
梅
の
花
／
を
さ
し
て
月
い
と
あ
か
き
に
是
に
歌
よ
め
い
か
ゴ
い
ふ

　
　
　
　
　
ひ
わ
う
る
　
　
こ
ら
ん
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ
つ
け
つ
く
わ
　
　
と
き

　
　
べ
き
と
兵
衛
の
蔵
人
に
／
た
び
け
れ
ハ
雪
月
花
の
時
と
そ
う
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
　
　
　
せ
つ
マ
つ
ド
　
わ
　
ニ
き

　
　

り
け
る
こ
そ
い
み
じ
う
め
で
さ
せ
給
／
ひ
け
れ
是
ハ
雪
月
花
時

　
　
も
つ
と
も
お
も
ふ
　
エ
コ
ご
り
を
　
　
　
　
　
エ
ん
も
へ

　
　

最

懐
レ
君
と
云
本
文
な
る
べ
し

　
図
1
4
は
、
右
上
の
雲
間
に
輝
く
寒
月
と
画
題
「
雪
月
花
の
時
」
を
配

し
、
左
下
に
雪
が
屋
根
を
覆
う
清
涼
殿
と
雪
を
頂
く
松
樹
の
大
木
。
ま

た
、
画
面
上
下
の
雲
間
に
は
、
左
方
に
御
簾
を

下

ろ
し
繧
綱
縁
の
畳
を
も
っ
て
着
座
す
る
村
上

天
皇

を
表
徴
し
・
そ
の
前
方
左
右
に
轟
冠
の
掴

手
前
の
養
子
に
風
折
烏
帽
子
を
被
り
桧
扇
を
手

に

し
た
「
兵
衛
の
蔵
人
」
の
畏
ま
っ
た
姿
を
描

V
o
因
み
に
、
寒
月
と
松
樹
の
配
置
や
清
涼
殿
の
偏
撤
図
は
、
享
保
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ざ

十
u
r
　
（
1
七
三
五
）
の
『
絵
本
倭
比
事
』
巻
之
三
「
弓
張
月
」
の
挿
絵

に

類
似
し
、
こ
れ
に
影
響
を
受
け
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
な
お
、
「
兵
衛
の
蔵
人
」
は
、
村
上
天
皇
主
催
天
徳
四
年
（
九
六
〇
）

三
月
二
．
十
日
内
裏
歌
合
の
左
の
女
房
方
人
に
「
兵
衛
蔵
人
」
（
二
十
巻

本
）
と
見
え
、
同
じ
く
村
上
天
皇
主
催
の
康
保
三
年
（
九
六
六
）
閏
八

月
十
五
夜
内
裏
前
栽
合
に
「
秋
の
夜
の
月
と
花
と
を
見
る
ほ
ど
に
鳴
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ほ
じ

そ
ふ
る
か
な
鈴
虫
の
声
」
と
詠
ん
だ
の
も
女
房
の
「
兵
衛
の
蔵
人
」
で

あ
る
。
従
っ
て
、
「
兵
衛
の
蔵
人
」
は
内
裏
の
女
蔵
人
で
あ
り
、
挿
絵

に

男
性
を
描
く
の
は
誤
り
で
あ
る
。
江
戸
時
代
初
期
の
延
宝
二
年
二

六
七

四
）
、
加
藤
盤
斎
『
清
少
納
言
枕
双
紙
抄
』
や
北
村
季
吟
『
枕
草

子
春
曙
抄
』
が
出
版
さ
れ
る
と
、
相
次
い
で
『
枕
草
子
』
の
注
釈
書
が

　
　
　
　
　
　
ふ
シ

刊
行
さ
れ
る
が
、
江
戸
期
に
は
「
丘
ハ
衛
の
蔵
人
」
を
男
房
に
解
釈
し
た

か

ら
、
絵
師
橘
守
国
も
こ
の
通
説
に
従
っ
て
誤
り
を
犯
し
た
と
推
察
さ

れ

る
。
『
枕
草
子
』
兵
衛
の
女
蔵
人
の
打
聞
は
、
兵
衛
が
和
歌
の
み
な

ら
ず
、
漢
詩
句
に
も
当
意
即
妙
の
機
智
を
発
揮
し
て
村
上
天
皇
の
賞
賛
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を
得
た
才
媛
の
誉
れ
が
高
い
内
裏
女
房
を
紹
介
を
し
て
、
中
宮
定
子
に

奉
仕
す
る
女
房
も
こ
う
あ
り
た
い
と
、
清
少
納
言
の
自
戒
の
念
を
も
込

め

た
章
段
と
見
た
い
が
、
『
絵
本
鴬
宿
梅
』
の
挿
絵
で
は
読
者
に
才
女

兵
衛
の
在
り
方
を
啓
発
す
る
手
本
に
な
ら
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
る
。

橘
守
国
筆
（
二
二
六
段
　
社
は
）

　
『
枕
草
子
』
「
社
は
」
章
段
に
、
紀
貫
之
が
紀
伊
国
か
ら
の
帰
途
、
蟻

通

明
神
前
と
知
ら
ず
に
通
り
、
馬
が
急
に
病
み
、
貫
之
が
「
か
き
曇
り

あ
や
め
も
知
ら
ぬ
大
空
に
蟻
通
を
ば
思
ふ
べ
し
や
は
」
の
歌
を
奉
納
す

る
と
馬
が
快
復
し
た
と
い
う
『
貫
之
集
』
に
準
じ
た
蟻
通
明
神
謹
を
端

　
ヘ
ゴ
ワ

緒
に
、
そ
の
縁
起
の
一
つ
を
次
の
如
く
説
く
。
唐
帝
が
日
本
国
を
奪
お

う
と
し
て
七
曲
の
玉
の
管
に
緒
を
通
す
難
題
を
出
す
と
、
孝
養
の
中
将

が
老
父

母
の
智
恵
に
従
い
、
蟻
に
細
糸
を
結
ん
で
管
に
入
れ
、
出
口
に

密
を
塗
っ
て
糸
通
し
の
難
題
を
解
決
し
た
。
中
将
は
大
臣
に
ま
で
昇
り
、

死
後
に
蟻
通
明
神
を
称
し
、
夢
枕
に
「
七
曲
に
ま
が
れ
る
玉
の
緒
を
貫

き
て
蟻
通
し
と
は
知
ら
ず
や
あ
る
ら
む
」
と
告
げ
た
。
こ
れ
を
摂
取
し

た
『
絵
本
鶯
宿
梅
』
巻
一
「
蟻
通
」
に
、
次
の
記
事
と
挿
絵
図
1
5
が
あ

る
。

　
　
し
ニ
　
ロ
こ
ソ
　
　
ニ
シ
ニ
こ
し
　
ニ
ど
　
　
ニ
ド
ヒ
ニ

　
　

昔

唐
の

帝
此
国
の
帝
を
は
か
ら
ん
と
て
七
わ
だ
に
ま
が
り
た

　
　
　
た
ま
　
　
　
つ
ご
　
　
　
　
ニ
を
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
マ
ロ
　
　
　
い
ニ
　
　
　
ニ
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
て
ヰ
ぶ
ご

　
　

る
玉
の
中
／
通
た
る
に
是
に
糸
を
通
し
た
た
ま
ハ
ら
ん
と
奉

　
　
　
　
　
　
ア
ポ
へ
　
こ
つ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
ヒ
コ
ニ
ニ
ロ
　
　
ひ
ニ
　
　
　
　
　
　
　
る
バ
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
す
　
　
　
ニ
ロ

　
　

り
け
る
を
中
将
な
り
け
る
賢
／
人
あ
り
て
蟻
に
糸
を
付
一
方

　
　
　
　
し
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
じ
ロ
　
こ
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
て

　

　
の
口
に
み
つ
を
付
通
し
け
る
に
蟻
み
つ
／
の
か
に
し
た
が
ひ
出
て

　
　
　
　
ニ
　
　
　
ニ
を
　
　
　
　
　
ニ
れ
ア
な
ハ
ろ
あ
コ
ニ
を
　
シ
　
　
　
ち
ろ
　
　
　
な
コ

　
　

糸
を
通
し
ぬ
是
即
蟻
通
の
神
と
成
給
ふ
と
そ

　
挿
絵
は
、
雲
中
に
「
枕
草
子
』
と
同
じ
和
歌
「
な
s
わ
た
に
／
ま
が

　
　
　
ヂ
ニ
エ

れ

る
／
玉
の
／
を
s
／
ぬ
き
て
／
あ
り
と
を
し
／
と
も
／
し
ら
／
ず
や
／

あ
る
ら
ん
」
を
引
き
、
蟻
が
七
曲
の
管
に
糸

を
通
す
の
を
見
る
中
将
を
描
く
。
中
将
が
老

父
母
を
棄
老
せ
ず
に
孝
養
を
尽
し
た
結
果
、

大

臣
に
昇
任
し
、
F
七
曲
に
」
の
歌
を
託
宣

す
る
に
至
る
『
枕
草
子
』

絵
手
本
の
『
絵
本
鶯
宿
梅
』

　
因
み
に
、
蟻
通
明
神
説
話
の
広
が
り
は
、

の髄
脳
』

神
官
が
明
神
の
託
宣
を
告
げ
て
貫
之
が

夜
半
な
れ
ば
神
あ
り
と
ほ
し
思
ふ
べ
き
か
は
」

　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぷ
ニ

す
る
話
に
変
容
す
る
。
『
謡
曲
集
』

紀
伊
国
玉
津
島
明
神
に
詣
で
る
途
中
、

雲
の
立
ち
重
な
れ
る
夜
半
な
れ
ば
、

ハ

い

　は
」
と
詠
み
神
慮
に
通
じ
た
説
話
。

図15　橘守国

　
　
　
　
　
　
　
　

の

蟻
通
縁
起
称
徳
讃
は
、
江
戸
期
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に

恰
好
の
題
材
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
大
鏡
」
が
『
貫
之
集
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ざ

「
か

き
曇
り
」
歌
に
依
り
つ
つ
も
雨
天
で
の
異
伝
を
含
み
、
『
俊
頼

　

は
貫
之
が
下
馬
し
な
か
っ
た
の
を
明
神
が
処
口
め
て
馬
が
急
死
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

r
あ
ま
雲
の
た
ち
か
さ
な
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
詠
む
と
、
馬
が
蘇
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
番
目
物
「
蟻
通
」
は
、
貫
之
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
降
り
頻
る
雨
夜
に
貫
之
が
「
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り
と
ほ
し
と
も
、
思
ふ
べ
き
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
雨
天
を
描
く
挿
絵
に
図
1
6
の

享
保
十
二
年

（
一
七

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　

二
七
）
『
画
典
通
考
』

や
、
図
1
7
の
延
享
二

　
　
　
　
　
　
　
　
r

年

（
一
七

四
五
）

　
　
　
　
　
　
ハ
　
ニ

『
絵

本
直
指
宝
」
が

あ
る
。

，
こ
　
、

も
、

図
8
雨
天
「
°
蕊
r 図16橘守国

図17　橘守国
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の

中
、
貫
之
の
乗
る
馬
が
後
肢
か
ら
馬
体
を
崩
し
、
簑
姿
の
地
元
民
が

蟻
通
明
神
を
語
る
挿
絵
で
、
図
1
7
は
雨
夜
に
灯
を
手
に
し
て
蟻
通
明
神

社
の

在
処

を
知
る
挿
絵
。
な
お
、
『
画
典
通
考
』
巻
之
一
「
蟻
通
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
の
つ
ら
ゆ
き
あ
か
た
　
　
　
　
き
き
や
う
　
　
を
り

は
、
『
貫
之
集
』
に
準
拠
し
た
「
紀
貫
之
県
よ
り
帰
京
の
折
か
ら
お

　
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
れ
　
　
む
ま
ま
さ
　
　
た
　
　
　
　
み
　
　
や
す
　
　
　
　
　
ほ
ど
　
　
　
あ
た

も
飛
は
か
ら
ず
／
乗
る
馬
将
に
堂
ふ
れ
身
も
安
か
ら
ぬ
程
に
／
当
り
の

　
　
こ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
と
こ
ろ

人
に

是
は

い

か

な
る
故
に
か
あ
る
と
尋
ね
／
け
れ
ば
こ
れ
こ
そ
此
所

　
　
　
　
か
み
の
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
に
　
　
い
　
　
　
　
か
み

に

い

ま
す
神
農
成
す
な
り
と
／
こ
た
へ
し
に
何
と
云
へ
る
神
に
か
あ
る

　
と
い
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
ど
を
し
　
　
み
や
う
じ
ん
　
　
こ
そ
　
　
つ
た
　
　
は
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
も

と
問
け
れ
ば
／
蟻
通
の
明
神
と
社
申
伝
へ
侍
れ
と
申
せ
バ
／
か
き
曇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も

り
あ
や
め
も
し
ら
ぬ
大
空
に
／
あ
り
と
ほ
し
と
も
思
ふ
べ
き
か
は
／

こ
　
つ
た
　
　
よ
み
　
　
て
　
　
エ
ら
　
　
く
ち
す
シ
　
　
と
な
　
　
さ
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
し
ま
　
　
も
と

此
可
可
を
読
て
手
を
洗
ひ
瀬
ぎ
唱
へ
捧
げ
ぬ
れ
は
／
馬
も
本
の
ご
と
v

あ
カ
　
ぬ
し
　
　
つ
ト
が
　
　
　
は
べ

歩
み

主

も
患
な
く
侍
り
ぬ
」
と
の
記
事
を
添
え
る
。

　
『
絵
本
鶯
宿
梅
』
が
『
俊
頼
随
脳
』
『
謡
曲
集
』
の
蟻
通
明
神
歌
徳
説

話
で

な
く
、
『
枕
草
子
」
の
蟻
通
縁
起
称
徳
謹
に
拠
る
こ
と
に
注
意
し

た
い
。

　
　

お
わ
り
に

　
『
枕
草
子
』
に
取
材
し
た
絵
画
は
、
右
の
ほ
か
に
、
紙
幅
の
都
合
で

言
及
で

き
な
か
っ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
い
ま
そ
れ
ら
の
絵
画
を
、

『
枕
草
子
』
の
章
段
、
画
家
、
画
題
、
制
作
年
、
主
な
掲
載
図
録
な
ど
、

判
る
範
囲
で
列
記
す
る
と
、
次
の
如
v
で
あ
る
。

　
　

1
　
春
は
あ
け
ぼ
の
（
一
段
）
茨
木
春
山
「
春
は
・
夏
は
・
秋
は
・

　
　
冬
は
」
の
四
種
類
。
架
蔵
。

　
　

2
　
清
涼
殿
の
丑
寅
の
角
の
（
1
1
0
段
）
松
岡
映
丘
「
桜
の
花
か

め
」
昭
和
9
年
。
『
生
誕
一
三
〇
年
松
岡
映
丘
展
』
神
戸
新
聞
社

な
ど
。

3
　
七
月
ば
か
り
、
い
み
じ
う
暑
け
れ
ば
（
三
三
段
）
松
岡
映
丘

F寝
ざ
め
」
大
正
7
年
。
焼
失
。
『
特
別
展
生
誕
百
年
記
念
松
岡
映

丘
ー
そ
の
人
と
芸
術
』
山
種
美
術
館
な
ど
。
／
松
岡
映
丘
「
寝
ざ

め

（画
稿
）
」
大
正
7
年
。
『
松
岡
映
丘
の
画
稿
帖
』
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
社
な
ど
。

4
　
淑
景
舎
、
東
宮
に
ま
ゐ
り
た
ま
ふ
ほ
ど
（
九
九
段
）
松
岡
映

丘

「
御
ぐ
し
あ
げ
」
大
正
7
年
。
焼
失
。
『
特
別
展
生
誕
百
年
記

念
松

岡
映
丘
ー
そ
の
人
と
芸
術
』
山
種
美
術
館
。
／
松
岡
映
丘

r御
ぐ
し
あ
げ
（
画
稿
）
」
大
正
1
5
年
。
『
松
岡
映
丘
画
稿
展
」
西

宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
。
／
松
岡
映
丘
「
御
ぐ
し
あ
げ
」
大
正
1
5

年
。
『
近
代
日
本
画
家
が
描
く
歴
史
を
彩
っ
た
女
性
た
ち
展
』
毎

日
新
聞
社
な
ど
。

5
　
常
よ
り
こ
と
に
き
こ
ゆ
る
も
の
（
＝
○
段
）
他
、
西
川
祐

信

『
絵
本
朝

日
山
」
元
文
6
年
全
四
〇
図
／
『
婦
宝
文
庫
』
文
政

1
年
全
ニ
ハ
図
／
『
女
教
万
宝
全
書
東
鏡
』
天
保
4
年
全
一
六
図
。

6
　
野
分
の
ま
た
の
日
こ
そ
（
一
八
八
段
）
松
岡
映
丘
「
野
分
の

あ
と
」
大
正
7
年
。
焼
失
。
『
大
正
期
の
日
本
画
金
鈴
社
の
五
人

展
』
練
馬
区
立
美
術
館
な
ど
。
／
松
岡
映
丘
「
枕
草
子
ー
秋
」
大

正
15

年
。
『
特
別
展
生
誕
百
年
記
念
松
岡
映
丘
1
そ
の
人
と
芸
術
』

山
種
美
術
館
な
ど
。

7
　
雪
高
う
降
り
て
、
今
も
な
ほ
降
る
に
（
1
1
1
　
I
九
　
s
u
）
松
岡
映
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丘

「
雪
」
大
正
7
年
。
焼
失
。
『
大
正
期
の
日
本
画
金
鈴
社
の
五

　
　
人

展
』
練
馬
区
立
美
術
館
な
ど
。
／
松
岡
映
丘
「
小
野
の
雪
」
大

　
　
正
15

年
。
『
生
誕
＝
二
〇
年
　
松
岡
映
丘
展
』
神
戸
新
聞
社
な
ど
。

　
以
上
、
『
枕
草
子
』
に
取
材
し
た
絵
画
が
『
枕
草
子
絵
巻
』
と
重
な

る
章
段
は
、
今
の
と
こ
ろ
第
九
九
段
「
淑
景
舎
、
春
宮
に
ま
ゐ
り
た
ま

ふ
ほ

ど
」
に
限
ら
れ
る
。
『
枕
草
子
』
の
機
智
的
な
話
題
が
、
知
識
や

教
養
の
啓
蒙
を
趣
意
と
し
た
女
子
教
訓
書
の
往
来
物
や
絵
本
な
ど
に
摂

取

さ
れ
、
挿
絵
を
介
し
て
読
者
の
興
味
に
訴
え
、
江
戸
期
の
教
訓
や
称

徳
な
ど
の
奨
励
・
教
化
に
寄
与
し
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。

　
な
お
、
本
稿
の
図
版
は
架
蔵
を
主
に
す
る
が
、
図
3
に
つ
い
て
は
掲

載
を
許
可
し
て
い
た
だ
い
た
丘
ハ
庫
県
の
福
崎
町
立
柳
田
國
男
・
松
岡
家

記
念
館
に

深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

注
（
1
）
　
拙
稿
「
枕
草
子
『
香
炉
峯
の
雪
』
章
段
の
絵
画
の
軌
跡
と
変
容
」

　
　
（
久
下
裕
利
編
『
物
語
絵
・
歌
仙
絵
を
考
え
る
ー
変
容
の
軌
跡
』
武
蔵

　
　
野
書
院
、
平
成
2
3
年
所
収
）
参
照
。

（
2
）
　
前
掲
注
（
1
）
参
照
。

（
3
）
　
原
本
は
、
第
一
段
詞
書
、
第
一
段
絵
、
第
三
段
絵
、
第
二
段
詞
書
、

　
　
第
三
段
詞
書
、
第
二
段
絵
に
な
っ
て
い
る
。

（
4
）
　
『
枕
草
子
』
の
章
段
並
び
に
本
文
は
萩
谷
朴
氏
『
枕
草
子
　
上
・
下
』

　
　
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
、
新
潮
社
、
平
成
9
年
・
同
1
2
年
）
に
よ
る
。

　
　
以
下
、
こ
れ
に
同
じ
。

（
u
）
）
　
F
枕
草
子
絵
巻
ー
白
描
や
ま
と
絵
と
金
銀
泥
絵
」
『
国
文
学
』
5
2
巻
6

　
　
号
、
学
燈
社
、
平
成
1
9
年
6
月
。

（
6
）
　
拙
稿
「
う
へ
に
さ
ぶ
ら
ふ
御
ね
こ
は
（
第
七
段
）
」
（
『
枕
草
子
大
事

　
　
典
』
勉
誠
社
出
版
、
平
成
1
3
年
）
参
照
。

（
7
）
　
『
小
右
記
二
』
大
日
本
古
記
録
、
岩
波
書
店
、
昭
和
6
2
年
。

（
8
）
　
小
堀
桂
一
郎
氏
『
小
堀
靹
音
ー
歴
史
画
は
故
実
に
拠
る
べ
し
』
ミ
ネ

　
　
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
圭
旦
房
、
平
成
2
6
年
。

（
9
）
　
松
岡
映
丘
に
も
翁
丸
を
描
い
た
と
思
わ
れ
る
素
描
が
あ
る
（
木
村
重

　
　
圭
氏
『
松
岡
映
丘
の
画
稿
帖
』
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
、
昭
和
5
4
年
所
収
の

　
　
6
4
図
参
照
）
。

（
1
0
）
　
『
先
進
繍
像
玉
石
雑
誌
　
羽
』
（
栗
原
孫
之
丞
信
充
著
並
蔵
板
、
天
保

　
　
1
4
年
刊
）
巻
第
五
「
名
和
伯
老
目
守
源
長
年
肖
像
井
伝
」
の
「
大
内
裏
諸

　
　
門
鴎
尾
」
に
収
載
。

（
1
）
　
r
松
岡
映
丘
年
譜
」
（
『
松
岡
映
丘
素
描
集
（
第
一
集
）
』
柳
田
国
男
・

　
　
松
岡
家
顕
彰
会
記
念
館
、
昭
和
5
3
年
）
、
木
村
重
圭
氏
「
松
岡
映
丘
年

　
　
譜
」
（
『
松
岡
映
丘
画
稿
展
」
西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
、
昭
和
5
2
年
）
、

　
　
木
村
重
圭
氏
「
松
岡
映
丘
略
年
譜
」
（
『
松
岡
映
丘
の
画
稿
帖
』
グ
ラ
フ
ィ
ッ

　
　
ク
社
、
昭
和
5
4
年
）
、
草
薙
奈
津
子
氏
「
松
岡
映
丘
略
年
譜
」
（
『
特
別

　
　
展
　
生
誕
百
年
記
念
　
松
岡
映
丘
1
そ
の
人
と
芸
術
1
』
山
種
美
術
館
、

　
　
昭
和
5
6
年
）
等
を
参
照
。

（
1
2
）
　
福
崎
町
立
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館
蔵
。
な
お
、
同
素
描
画
は

　
　
『
松
岡
映
丘
素
描
集
（
第
一
集
）
」
（
柳
田
国
男
・
松
岡
家
顕
彰
会
記
念

　
　
館
、
昭
和
5
3
年
）
3
4
図
や
、
木
村
重
圭
氏
『
松
岡
映
丘
の
画
稿
帖
』

　
　
（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
、
昭
和
5
4
年
）
6
4
図
な
ど
に
も
収
載
さ
れ
る
。

（
1
3
）
　
拙
稿
「
『
枕
草
子
』
　
一
条
院
内
裏
「
北
の
陣
」
に
つ
い
て
の
新
見
」

　
　
（
『
日
本
文
学
研
究
』
第
五
十
七
号
、
大
東
文
化
大
学
日
本
文
学
会
、
平

　
　
成
3
0
年
2
月
）
、
お
よ
び
拙
稿
「
『
枕
草
子
』
「
今
内
裏
の
東
を
ば
」
章

　
　
段
新
考
」
（
『
日
本
文
学
研
究
』
第
五
十
八
号
、
大
東
文
化
大
学
日
本
文

　
　
学
会
、
平
成
3
1
年
2
月
）
参
照
。
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（
1
4
）
　
木
村
重
圭
氏
『
松
岡
映
丘
の
画
稿
帖
』
6
4
図
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
、

　
　
昭
和
5
4
年
参
照
。

（
1
）
　
『
松
岡
映
丘
画
稿
展
』
（
西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
、
昭
和
5
2
年
）
、

　
　
『
松
岡
映
丘
の
画
稿
帖
』
（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
、
昭
和
5
4
年
）
、
『
特
別
展

　
　
生
誕
百
年
記
念
松
岡
映
丘
ー
そ
の
人
と
芸
術
1
』
（
山
種
美
術
館
、
昭

　
　
和
5
6
年
）
、
『
大
正
期
の
日
本
画
金
鈴
社
の
五
人
展
」
（
練
馬
区
立
美
術

　
　
館
、
平
成
7
年
）
、
『
生
誕
＝
二
〇
年
松
岡
映
丘
展
』
（
神
戸
新
聞
社
、

　
　
平
成
2
3
年
）
等
参
照
。

（
1
）
　
『
大
内
裏
図
考
証
』
第
十
一
之
上
　
（
『
新
訂
増
補
故
実
叢
書
　
大
内
裏

　
　
図
考
証
第
二
』
明
治
図
書
、
昭
和
2
7
年
）
参
照
。

（
1
7
）
　
『
私
家
集
大
成
』
中
古
1
、
明
治
書
院
、
昭
和
4
8
年
所
収
。
後
文
の

　
　
『
清
少
納
言
H
』
も
同
書
に
よ
る
。

（
1
8
）
　
片
野
達
郎
・
松
野
陽
一
氏
『
千
載
和
歌
集
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、

　
　
岩
波
書
店
、
平
成
5
年
。

（
1
9
）
　
『
女
教
訓
躾
方
日
用
宝
鑑
百
人
一
首
姫
小
松
』
皇
都
博
栄
堂
蔵
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
ザ

　
　
（
見
返
し
）
、
画
図
下
河
辺
拾
水
、
書
林
江
戸
・
須
原
茂
兵
衛
ほ
か
、
安

　
　
永

5
年
（
一
七
七
六
）
刊
。
な
お
、
『
百
人
1
首
姫
小
松
』
（
明
玉
堂
版
、

　
　
書
騨
大
阪
・
河
内
屋
太
助
板
、
嘉
永
6
年
〈
一
八
五
三
〉
正
月
新
板
）

　
　
や
、
『
百
人
一
首
姫
小
松
』
（
大
阪
明
玉
堂
蔵
版
、
書
騨
岡
本
仙
助
ほ
か

　
　
二
軒
、
刊
年
不
明
）
に
図
5
の
挿
絵
は
見
ら
れ
な
い
。

（
2
）
　
引
用
文
中
の
／
は
改
行
箇
所
。
以
下
、
こ
れ
に
同
じ
。

（
2
1
）
　
『
女
撰
要
和
国
織
　
全
』
（
画
工
桂
佐
輔
雪
典
、
書
騨
秋
田
屋
市
兵
衛
、

　
　
刊
年
不
明
）
は
国
立
国
会
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
保
護
期
間
満
了
）

　
　
か
ら
転
載
。

（
2
2
）
　
『
往
生
要
集
』
巻
上
之
本
、
大
文
第
一
の
第
七
（
『
大
日
本
仏
教
全
書
』

　
　
潮
垂
旦
房
、
昭
和
6
年
所
収
）
参
照
。
送
り
仮
名
を
私
に
補
っ
た
と
こ
ろ

　
　
が
あ
る
。

（
2
3
）
　
『
当
麻
曼
陀
羅
疏
』
巻
第
九
、
序
分
一
、
第
三
正
説
変
相
法
門
分

　
　
（
『
浄
土
宗
全
書
』
第
十
三
巻
〈
第
五
輯
・
宗
義
顕
彰
〉
浄
土
宗
典
刊
行

　
　
会
、
昭
和
5
年
所
収
）
参
照
。
送
り
仮
名
、
句
読
点
を
私
に
補
訂
し
た

　
　
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
2
4
）
　
『
百
人
一
首
花
洛
織
』
書
画
下
河
辺
拾
水
、
彫
工
匠
山
本
清
右
衛
門
、

　
　
和
泉
屋
善
兵
衛
版
、
書
林
江
戸
・
須
原
屋
茂
兵
衛
ほ
か
五
軒
の
付
け
刊

　
　
記
、
寛
政
6
年
新
刻
。

（
2
5
）
　
岡
村
繁
氏
『
白
氏
文
集
四
』
新
釈
漢
文
大
系
、
明
治
書
院
、
平
成
二

　
　
年
。

（
2
6
）
　
『
新
編
国
歌
大
観
』
第
三
巻
・
私
家
集
編
1
、
角
川
書
店
、
昭
和
6
0

　
　
年
。

（
2
）
　
萩
谷
朴
氏
『
枕
草
子
上
』
新
潮
日
本
古
典
文
学
集
成
、
新
潮
社
、
平

　
　
成
9
年
。

（
2
8
）
　
『
絵
本
鴬
宿
梅
一
』
作
者
画
工
後
素
軒
橘
守
国
、
浪
華
書
騨
文
玉
堂

　
　

〈見
返

し
〉
、
吉
田
治
兵
衛
版
〈
刊
記
〉
、
書
騨
大
阪
・
大
野
木
市
兵

　
　
衛
ほ

か

十
二
軒
の
付
け
刊
記
、
文
元
5
年
四
月
梓
行
。
以
下
、
『
絵
本

　
　
鴬
宿
梅
』
は
同
書
に
よ
る
。

（
2
）
　
正
宗
敦
夫
編
纂
校
訂
『
地
下
家
伝
　
十
四
－
廿
』
二
十
、
日
本
古
典

　
　
全
集
、
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
昭
和
1
3
年
o

（
3
0
）
　
『
伊
勢
物
語
』
（
片
桐
洋
一
氏
『
伊
勢
物
語
雌
脹
紅
虻
『
酬
』
和
泉
書
院
、

　
　
平
成
10

年
。
句
読
点
、
濁
点
な
ど
は
稿
者
に
よ
る
。
）
に
、
次
の
如
く

　
　
見
ら
れ
る
。

　
　
む

か

し
、
男
、
み
ち
の
く
に
s
す
J
7
う
に
行
い
た
り
に
け
り
。
そ
こ
な

　
　

る
女
、
京
の
人
は
め
づ
ら
か
に
や
お
ぼ
え
け
ん
、
せ
ち
に
お
も
へ
る
心

　
　

な
む
あ
り
け
る
。
さ
て
か
の
女
、

　
　
　
　
中
く
に
恋
に
し
な
ず
は
桑
子
に
ぞ
な
る
べ
か
り
け
る
玉
の
を
ば

　
　
　
　
か
り
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う
た
さ
へ
そ
ひ
な
び
た
り
け
る
。
さ
す
が
に
あ
は
れ
と
や
お
も
ひ
け
む
、

　
　
い
き
て
ね
に
け
り
。
夜
ぶ
か
く
い
で
に
け
れ
ば
、
女

　
　
　
　
夜
も
明
ば
き
つ
に
は
め
な
で
く
た
か
け
の
ま
だ
き
に
な
き
て
せ
な

　
　
　
　
を
や
り
つ
る

　
　
と
い
へ
る
に
、
お
と
こ
、
京
へ
な
む
ま
か
る
と
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
マ
マ
け

　
　
　
　
v
り
は
ら
の
あ
れ
は
の
松
の
人
な
ら
ば
宮
こ
の
つ
と
に
い
ざ
と
い

　
　
　
　
は
ま
し
を

　
　
と
い
へ
り
け
れ
ば
、
よ
ろ
こ
ぼ
ひ
て
、
お
も
ひ
け
ら
し
、
と
そ
い
ひ
を

　
　
り
け
る

（
3
1
）
　
『
新
注
絵
入
伊
勢
物
語
改
成
上
』
出
雲
寺
和
泉
操
（
江
戸
）
、
元
禄
1
1

　
　
年

（
一
六
九

八
）
に
よ
る
。
彩
色
画
で
は
、
『
伊
勢
物
語
図
会
』
（
大
英

　
　
図
書
館
蔵
）
、
『
伊
勢
物
語
絵
巻
上
』
（
小
野
家
蔵
）
、
『
伊
勢
物
語
絵
本
』

　
　
（
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
図
書
館
蔵
）
、
『
伊
勢
物
語
絵
巻
』
丙
本

　
　
（
鉄
心
斎
文
庫
蔵
）
、
『
伊
勢
物
語
絵
巻
』
（
大
英
博
物
館
蔵
）
な
ど
に
雌

　
　
雄
番
い
の
鶏
の
描
画
が
あ
る
。

（
3
2
）
　
小
島
憲
之
・
木
下
正
俊
・
東
野
治
之
氏
『
万
葉
集
④
』
新
編
日
本
古

　
　
典
文
学
全
集
、
小
学
館
、
平
成
8
年
。

（
3
3
）
　
岡
村
繁
氏
『
白
氏
文
集
九
』
新
釈
漢
文
大
系
、
明
治
書
院
、
平
成
1
7

　
　
年
。

（
3
）
　
『
絵
本
倭
比
事
三
』
岩
松
道
朝
撰
、
西
川
祐
信
画
、
書
林
二
鳩
堂
、

　
　
寛
保
2
年
。

（
3
）
　
萩
谷
朴
氏
『
平
安
朝
歌
合
大
成
〔
増
補
新
訂
〕
一
』
（
同
朋
舎
出
版
、

　
　
平
成
7
年
）
五
五
、
お
よ
び
六
四
参
照
。

（
3
）
　
拙
稿
「
枕
草
子
注
釈
書
解
題
」
（
『
枕
草
子
大
事
典
』
勉
誠
出
版
、
平

　
　
成
1
3
年
所
収
）
参
照
。

（
3
）
　
『
貫
之
全
歌
集
（
他
撰
本
）
」
八
1
O
w
a
　
（
萩
谷
朴
氏
『
新
訂
土
佐
日

　
　
記
』
日
本
古
典
全
書
、
朝
日
新
聞
社
、
昭
和
5
1
年
所
収
）
に
、
次
の
如

　
　
く
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
紀
の
国
に
下
り
て
、
帰
り
上
る
道
に
て
、
に
は
か
に
馬
の
死
ぬ

　
　
　
　
　
べ
く
わ
づ
ら
ふ
と
こ
ろ
に
て
、
道
行
く
人
た
ち
ど
ま
り
て
云
ふ

　
　
　
　
　
や
う
、
「
こ
れ
は
こ
こ
に
い
ま
し
か
る
神
の
し
給
ふ
な
り
。
社

　
　
　
　
　
も
な
く
、
印
も
な
け
れ
ど
、
い
と
う
た
て
い
ま
し
か
る
神
な
り
。

　
　
　
　
　
さ
き
ざ
き
か
う
や
う
に
わ
づ
ら
ふ
人
々
あ
る
と
こ
ろ
な
り
。
祈

　
　
　
　
　
り
申
し
給
へ
」
と
云
ふ
に
、
御
幣
も
な
け
れ
ば
、
な
に
わ
ざ
す

　
　
　
　
　
べ
く
も
あ
ら
ず
。
た
だ
手
を
か
き
洗
ひ
て
、
ひ
ざ
ま
づ
き
て
、

　
　
　
　
　
神
い
ま
す
か
り
げ
も
な
き
山
に
向
ひ
て
、
そ
も
そ
も
な
に
の
神

　
　
　
　
　
と
か
云
ふ
」
と
い
へ
ば
、
「
蟻
通
し
の
神
と
な
む
申
す
」
と
云

　
　
　
　
　
ひ
け
れ
ば
、
こ
れ
を
聞
き
て
よ
み
て
奉
る
歌
な
り
。
そ
の
験
に

　
　
　
　
　
や
、
馬
の
心
ち
も
や
み
に
け
り

　
　
　
か
き
曇
り
あ
や
め
も
知
ら
ぬ
大
空
に
蟻
通
し
を
ば
思
ふ
べ
し
や
は

（
3
8
）
　
石
川
徹
氏
『
大
鏡
』
第
六
昔
物
語
、
新
潮
日
本
古
典
集
成
、
新
潮
社
、

　
　
平
成

9
年
参
照
。

（
3
）
　
橋
本
不
美
男
氏
『
俊
頼
随
脳
』
（
『
歌
論
集
』
日
本
古
典
文
学
全
集
、

　
　
小
学
館
、
昭
和
5
0
年
）
参
照
。

（
4
）
　
小
山
弘
志
・
佐
藤
健
一
郎
氏
『
謡
曲
集
②
』
日
本
古
典
文
学
全
集
、

　
　
小
学
館
、
平
成
1
0
年
参
照
。

（
4
1
）
　
『
画
典
通
考
一
』
巻
之
一
「
蟻
通
」
（
普
斎
岡
子
維
著
述
、
橘
弁
次
守

　
　
国
画
図
、
浪
華
書
騨
宝
文
堂
〈
見
返
し
〉
、
享
保
1
2
年
）
。

（
4
2
）
　
『
絵
本
直
指
宝
二
』
巻
之
二
「
蟻
通
之
図
」
（
作
者
画
工
橘
氏
守
国
、

　
　
書
林
大
阪
・
渋
川
清
右
衛
門
版
、
延
享
2
年
）
。
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